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緒

　
　
　
言

―
‐
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
識
と
役
割
に
つ
い
て

Ｉ

　
当
研
究
所
は
文
化
財
保
諾
委
貝
会
の
附
属
機
関
の
Ｉ
っ
と
し
て
、
委
貝
会
と
同
様
に
衆
参
両
議
員
の
提
案
に
よ
る
所
謂
議
員
立
法
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
附
を
以
・
て
発
足
し
た
。
当
初
は
奈
良
博
物
館
長
の
黒
川
源
次
博
士
が
所
長
を
兼
務
さ
れ
て
を
り
内
外
の
施
設

の
整
備
と
人
貝
の
人
選
等
に
当
ら
れ
た
が
、
筆
者
は
ほ
ぼ
施
設
と
人
員
が
整
っ
た
翌
二
十
八
年
二
月
十
六
日
附
を
以
っ
て
所
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

従
っ
て
設
立
に
到
る
過
程
等
に
っ
卜
て
ぱ
ほ
と
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
吉
田
元
首
相
が
奈
良
県
を
視
察
し
た

際
に
法
隆
寺
等
の
寺
院
に
伝
へ
ら
れ
て
い
る
我
々
の
祖
先
が
建
八
造
顕
し
た
数
々
の
傑
れ
た
文
化
の
遺
産
（
文
化
財
）
に
感
激
し
、
県
の
職
貝

に
対
す
る
訓
示
に
も
唯
二
言
文
化
財
の
保
誰
穴
揚
に
専
念
す
べ
き
こ
と
の
み
を
力
説
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
際
に
吉
田
総
理
の
胸
中
に
浮
ん

亙
美
術
学
校
乃
至
古
美
術
研
究
所
設
☆
と
い
う
構
想
が
実
を
結
ん
で
、
奈
良
に
旧
立
文
化
財
研
究
所
の
設
置
と
な
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。

　
当
研
究
所
の
組
織
は
文
化
財
保
護
委
貝
会
の
事
務
川
の
無
形
文
化
財
と
記
念
物
課
所
管
の
天
然
記
念
物
と
民
族
資
料
を
除
い
た
布
形
文
化
財
、

即
ち
美
術
工
芸
課
、
建
造
物
課
、
記
念
物
課
の
史
蹟
、
名
勝
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
各
課
の
所
管
内
容
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
即
ち
美
術

工
芸
研
究
室
、
建
造
物
研
究
室
、
（
庭
園
を
會
む
）
歴
史
研
究
室
（
考
古
、
史
蹟
、
文
書
典
籍
を
會
む
）
の
三
研
究
室
と
庶
務
室
に
分
れ
て
を
り
、

調
査
研
究
の
対
象
は
お
の
ず
か
ら
以
上
の
事
務
局
の
三
課
の
そ
れ
と
共
通
し
て
を
り
、
従
っ
て
仕
事
の
上
で
密
接
な
連
繋
を
保
つ
よ
う
に
組
織
さ

れ
て
い
る
と
い
へ
る
。
実
際
に
も
例
へ
ば
建
造
物
の
修
理
の
際
に
そ
の
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
で
一
面
に
は
研
究
所
員
の
研
究
を
深
め
、
経
験
を
　
　
ー



豊
富
に
す
る
と
共
に
、
修
理
を
よ
り
完
璧
に
近
ず
け
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
と
確
信
す
る
。
ま
た
寺
院
遺
蹟
の
発
掘
調
査
な
ど
　
　
２

の
如
く
、
長
期
に
亙
り
じ
っ
く
り
と
現
地
に
腰
を
据
え
て
、
綿
密
な
調
査
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
は
、
研
究
所
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
相

応
し
い
事
業
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
は
ば
記
念
物
課
の
什
事
を
代
行
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
も
っ
と
も
い
へ
る
と
思
う
。
こ
の
ほ
か
美

術
工
芸
関
係
、
或
は
名
勝
（
庭
園
）
等
の
文
化
財
指
定
の
為
め
の
訓
告
や
文
化
財
の
修
理
の
際
に
資
料
を
提
供
し
協
力
し
て
い
る
が
、
今
後
も
益

々
緊
密
度
を
加
へ
る
よ
う
推
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
当
研
究
所
は
文
化
財
保
護
委
八
会
の
附
属
機
関
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
・
り
、
文
化
財
保
護
行
政
に
役
立
つ
調
査
研
究
を
行
う
義
務
が
与
え
ら

れ
て
い
る
面
も
あ
る
こ
と
故
、
田
立
博
物
館
や
東
京
の
文
化
財
研
究
所
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
設
立
の
事
情
な
り
沿
革
を
経
た
後
、
委
貝

会
の
設
立
を
機
会
に
そ
の
附
属
と
し
て
再
出
発
し
た
機
関
よ
り
は
二
層
強
い
連
繋
が
保
た
れ
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま

た
日
本
文
化
の
発
祥
の
地
に
存
在
し
、
特
に
価
値
高
い
文
化
財
に
取
囲
ま
れ
た
立
地
条
件
の
も
と
に
お
い
て
は
当
然
作
品
な
り
遺
物
に
即
し
た
研

究
を
行
う
こ
と
を
主
眼
と
す
る
、
こ
こ
に
当
研
究
所
が
殊
に
若
い
世
代
の
学
究
者
の
研
修
、
養
成
の
機
関
と
し
て
役
立
つ
面
の
存
す
る
こ
と
も
ま

た
当
研
究
所
の
役
割
の
一
つ
に
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
人
事
の
交
流
を
前
従
と
し
て
活
用
す
べ
き
事
柄
で
も
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
調
査
研
究
の
成
果
の
発
表
の
機
関
と
し
て
、
年
々
学
報
或
は
研
究
史
料
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
予
算
、
僅
少
で
所
員
の
研
究
発
表

の
要
求
に
応
ず
る
こ
と
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
三
十
二
年
度
研
究
所
年
報
を
刊
行
す
る
に
際
し
、
単
な
る
事
務
的
な
要
覧
に
止
め
ず
、
所
員
の

調
杏
研
究
の
主
題
に
基
ず
く
概
報
な
ら
び
に
、
参
考
史
料
の
一
部
を
掲
載
し
て
研
究
所
の
活
動
状
態
の
報
告
を
兼
ね
年
報
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
陽
　
　
　
　
坦



美
術
工
芸
研
究
室
　
彫
刻

彫
刻
の
調
査
と
研
究
経
過

　
　
　
　
　
一
　
俊
乗
房
重
源
の
研
究

　
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
の
復
興
造
営
に
お
い
て
、
そ
の
初
代
の
勧
進
上

人
に
か
岫
て
活
躍
し
た
俊
庖
厨
重
源
が
、
文
化
史
の
上
に
残
し
た
業
蹟
に
は
き

わ
め
て
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
牡
等
を
綜
合
的
に
調
査
し
、
ま
た
研
究

し
た
も
の
ば
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
千
こ
で
当
研
究
室
で
は
幸
に
重
源
が
そ
の
事
蹟
を
自
身
で
書
き
記
し
て
置
い

て
く
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
」
（
原
本
復
ぁ
千
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第

一
川
、
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
日
発
行
）
の
記
載
に
拠
っ
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
各

社
寺
を
厳
密
に
探
索
し
、
ま
た
そ
れ
等
各
社
寺
に
残
さ
牡
て
い
る
重
源
関
係
遺

品
を
調
査
し
て
、
重
源
め
業
蹟
を
上
り
一
層
明
ら
か
に
し
よ
う
と
企
図
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
に
も
、
東
大
寺
（
奈
良
市
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

醍
醐
寺
（
京
都
市
）
、
高
野
新
別
所
（
和
歌
山
県
）
、
播
磨
浄
土
寺
（
兵
庫
県
）
、
備

中
別
所
（
岡
山
県
）
、
阿
弥
陀
寺
（
山
口
県
）
、
新
大
仏
寺
（
三
重
県
）
、
備
前
浄
土

寺
（
岡
山
県
）
、
笠
置
寺
（
京
都
府
）
、
胡
宮
神
社
（
滋
賀
県
）
等
の
重
源
関
係
諸

社
寺
の
古
安
息
も
の
を
調
査
し
て
廻
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
小
さ
な
社
寺
と

か
、
ま
た
現
在
廃
滅
に
帰
し
た
よ
・
う
な
と
こ
ろ
と
か
に
は
、
ま
だ
じ
ゆ
犬
ふ
ん

調
査
し
切
れ
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
渡
辺
別
所
（
大
阪
市
）
、
遠
石
小

　
　
　
　
　
彫
刻
の
・
調
査
と
研
究
経
過

松
原
末
武
三
八
幡
宮
（
山
口
県
）
、
讃
岐
善
通
寺
（
香
川
県
）
、
相
役
笠
屋
若
宮

　
（
神
奈
川
県
）
、
昆
陽
寺
（
兵
庫
県
）
等
の
如
く
で
あ
る
。
こ
牡
等
も
漸
次
調
査

研
究
し
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
　
唐
招
提
寺
の
綜
合
的
研
究

　
唐
招
提
寺
の
宝
物
調
査
は
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
一
応
そ
の
基
礎
調
査
だ
け

を
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
彫
刻
の
調
査
対
象
は
百
十
六
点
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
一
つ
一
つ
の
作
例
の
精
密
な
調
査
な
り
研
究
な
り
は
ま
だ
漸

く
緒
に
っ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
本
寺
に
お
け
る
木
心
乾
漆
像
の
問
題

と
か
、
奈
良
平
安
両
時
代
の
う
っ
り
か
わ
り
の
問
題
と
か
、
鎌
倉
復
興
期
に
お

け
る
作
例
の
問
題
と
か
に
は
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

　
　
　
　
　
三
　
西
大
寺
叡
尊
の
研
究

　
西
大
寺
叡
尊
の
研
究
は
、
昭
和
三
十
年
度
に
西
大
寺
に
お
け
る
基
礎
資
料
を

一
応
調
査
し
て
、
そ
の
生
の
資
料
だ
け
を
「
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
」
（
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
二
冊
）
と
し
て
昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
出
版
し
た

が
ヽ
こ
牡
は
ま
っ
た
く
当
研
究
の
序
の
口
と
い
っ
て
ま
い
。
な
お
叡
尊
の
研
究
　
β



　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

に
は
、
本
拠
の
西
大
寺
の
ほ
か
に
、
奈
良
県
下
だ
け
で
も
法
華
寺
、
海
竜
王
寺
、

不
退
寺
、
般
若
寺
、
白
毫
寺
、
大
蔵
寺
、
大
神
神
社
、
そ
の
他
に
叡
尊
に
関
係

深
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
大
阪
府
下
で
も
道
明
寺
、
西
琳
寺
、
教
興
寺
等
か
お

り
、
京
都
府
下
で
孔
橋
寺
放
生
院
、
浄
住
寺
等
が
あ
る
ノ
こ
社
等
に
は
お
そ
ら

く
叡
尊
関
係
の
資
料
が
い
く
つ
か
歿
さ
札
て
い
る
筈
で
、
そ
札
等
を
た
ん
ね
ん

に
尋
ね
廻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
文
化
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
か
叡
尊
の

こ
と
が
、
な
お
二
屑
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
四
　
藤
原
彫
刻
の
研
究

　
わ
が
国
の
彫
刻
史
の
中
で
、
そ
の
作
例
も
か
な
り
た
く
さ
ん
あ
り
な
が
ら
案

外
に
整
鋤
さ
牡
て
い
な
い
の
が
藤
原
彫
刻
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
研
究
室
で
は
と

く
に
和
様
彫
刻
の
形
成
と
そ
の
伝
播
と
い
う
二
点
に
し
ぼ
っ
て
、
藤
原
彫
刻
の

基
礎
研
究
を
ば
じ
め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
で
和
様
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

広
隆
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
、
仁
和
寺
金
堂
の
阿
弥
陀
三
尊
像
、
醍
醐
寺
薬

師
堂
の
薬
師
三
尊
像
、
六
波
羅
蜜
寺
本
堂
の
十
一
面
観
音
像
及
薬
師
如
来
像
、

善
水
寺
本
堂
め
薬
師
如
来
像
及
両
脇
侍
像
、
興
福
寺
の
薬
師
如
来
像
等
の
一
応

の
調
査
を
終
え
た
。

　
戈
だ
和
様
と
く
に
定
順
様
の
伝
播
に
つ
い
て
は
、
六
波
羅
蜜
寺
本
堂
の
地
蔵

菩
薩
像
、
法
界
寺
阿
弥
陀
堂
の
本
尊
像
、
浄
珊
璃
寺
氷
堂
の
九
体
阿
弥
陀
像
、

安
楽
寿
院
の
阿
弥
陀
如
来
像
、
円
成
寺
本
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
、
長
岳
寺
の
阿

弥
陀
三
尊
傑
等
を
調
べ
、
そ
牡
等
の
写
真
を
撮
つ
だ
。
し
か
し
こ
の
研
究
は
研

究
対
象
と
な
る
作
例
の
数
が
多
い
だ
け
に
、
か
な
り
の
歳
月
を
要
す
る
こ
と
と

思
う
。

五
　
能
楽
発
達
期
（
室
町
―
江
戸
初
期
）

　
　
に
お
け
る
能
狂
言
面
の
研
究

　
能
狂
言
面
の
研
究
で
は
、
と
か
く
室
町
時
代
の
も
の
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

て
い
た
傾
向
か
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
室
町
時
代
の
明
ら
か
な

作
例
が
知
ら
牡
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
二
十
八
年
頃
か

ら
奈
良
の
山
間
に
あ
る
い
く
つ
か
の
神
社
か
ら
室
町
時
代
の
明
徴
あ
る
能
狂
言

面
が
っ
ぎ
っ
ぎ
と
発
見
さ
れ
て
、
そ
の
数
量
も
か
な
り
の
数
に
上
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
そ
の
本
格
的
な
研
究
を
は
じ
め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
研
究
対
象

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
柳
生
丹
生
神
社
（
九
面
）
　
　
　
吉
野
勝
手
神
社
（
十
面
）

　
多
武
峯
談
山
神
社
（
一
面
）
　
　
　
柳
生
八
坂
神
社
（
五
而
）

　
宇
陀
海
神
社
（
八
面
）
　
　
水
間
八
幡
神
社
（
九
面
）

　
奈
良
豆
比
古
神
社
（
卜
九
面
）
　
　
柳
生
長
尾
神
社
（
川
面
）

　
吉
野
天
川
社
号
一
十
一
面
）
　
伊
勢
和
屋
村
（
に
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
休
　
剛
）

４



美
術
工
芸
研
究
室
　
工
芸

　
　
興
福
院
の
よ
く
さ
及
び
東
大
寺
図
書
館
の
厨
子

　
研
究
所
発
足
以
来
、
エ
芸
室
ぽ
研
究
所
の
主
旨
に
添
い
エ
芸
室
の
ブ
ー
ー
ヽ
を
も
　
　
〃

ヅ
ー
調
査
研
究
を
統
け
て
い
る
。
調
査
地
区
は
地
理
的
関
係
か
ら
近
畿
地
区
を
第

一
段
階
と
し
て
い
る
が
、
依
頼
調
査
は
許
さ
れ
る
範
囲
に
お
い
て
依
頼
者
の
要
望

に
こ
た
え
て
出
張
調
査
を
行
っ
た
。

　
工
芸
堂
の
調
査
物
件
の
主
な
る
も
の
記
せ
ば
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

昭
和
2
8
年
７
月
　
　
千
　
休
　
寺
　
力
　
厨
　
子
　
　
大
和
州
市
躍
庄
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
イ
　
　
　
。
一
一

//

８
月

1
2
月

昭
和
2
9
年
６
月

が
　
　
　
　
　
７
日
川

　
　
　
　
　
８
月

ｊ
一
口
Ｏ
ド
ｒ
７
月

吋
１
・
３
ｙ
ｆ
８
月

昭
和
3
1
年
７
月

。

C
V
J
月

7
1
1
2
’
・
・
６
月

叩
り
利
３
豺
‐
７
月

//

９
月

天
川
社
・
白
能
衣
裳
、
能
面

能
　
衣
　
裳
、
能
　
面

春
目
神
社
能
衣
裳

唐
招
提
与
総
合
調
査

西
大
寺
総
合
詞
査

囲
　
福
　
院
　
ふ
　
く
　
さ

東
雲
神
社
能
衣
裳
、
能
面

折
招
捉
寺
舎
利
塔
と
レ
ー
ス

東
　
大
　
寺
　
舎
　
利
　
塔

昭
和
3
2
年
1
0
月
　
　
知
　
足
　
院
　
厨

子

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村

　
　
天
　
　
川
　
　
社

伊
　
勢
　
市

　
　
一
拍
」
町
、
通
町
、
馬
瀬

岐
阜
県
関
市

　
　
呑
　
口
　
神
　
吐

奈
良
市
五
条
町

奈
良
市
西
大
寺
町

　
　
西
　
　
大
　
　
寺

奈
良
市
法
蓮
町

　
　
興
　
　
福
　
　
院

愛
媛
県
松
山
市

　
　
東
　
雲
　
神
　
社

余
良
市
五
条
町

　
　
唐
　
招
　
提
　
寺

奈
良
市
雑
司
町

　
　
東
　
　
大
　
　
寺

奈
良
市
雑
司
町

　
　
東
大
寺
知
足
院

興
陥
院
ふ
く
さ
及
び
東
大
勺
図
書
館
の
厨
子

//

//

11
刈

東
大
寺
図
書
館
厨
子

江
　
　
戸
　
　
小
　
　
袖

干
　
体
　
薬
　
師
　
厨
　
子

奈
良
市
雑
用
町

　
　
東
大
寺
図
書
館

京
祁
市
中
京
区
小
川
通
夷
川
上
ル

　
　
田
畑
起
壱
郎

奈
良
市
法
蓮
町

　
　
興
　
　
福
　
　
院

　
今
回
紹
介
を
試
み
る
作
品
は
皿
（
福
院
の
ふ
く
さ
と
東
大
寺
図
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
厨
子
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
そ
の
製
作
の
優
秀
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加

え
る
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
類
例
が
殆
ん
ど
他
に
見
ら
牡
な
い
こ
と
で
、
ま
こ
と
に

貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
二
点
の
紹
介
を
撰
ん
だ
。

　
　
　
　
一
　
興
福
院
ふ
く
さ

　
興
福
院
の
什
物
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
参
拾
壱
枚
の
ふ
く
さ
は
、
ふ
く
さ
の

資
料
と
し
て
ま
こ
と
に
貴
重
な
作
品
と
い
え
よ
う
。
こ
の
興
福
院
ふ
く
さ
は
、
い

わ
ゆ
る
か
け
ふ
く
さ
で
進
物
な
ど
の
上
に
覆
い
か
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ふ
く
さ
は
袱
紗
、
服
紗
、
袱
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
文
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
語
源
や
そ
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
定
説
が
な
い
。
し
か
し
、
染
織

工
芸
品
は
、
そ
の
発
生
は
殆
ん
ど
実
用
に
立
脚
し
、
や
が
て
装
飾
へ
移
行
す
る
一

般
性
か
ら
考
え
て
、
は
じ
め
は
塵
を
よ
け
る
た
め
覆
紗
し
た
こ
と
か
ら
や
が
て
美
　
５



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

的
景
観
を
添
え
る
か
け
ふ
く
さ
の
出
現
に
ま
で
発
展
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う。

興
福
院
ふ
く
さ
は、

江
戸
初
期
の
後
期
に
属
す
る
作
品
で、

す
で
に
装
飾
的
な

要
素
を
多
分
に
も
っ
た
ふ
く
さ
に
な
っ
て
い
る。

先
づ
作
品
を
紹
介
す
る
と、

タ

テ

ヨ

コ

ザ
ミ
河
×同・
己
河

白
倫
子
地
枝
垂
桜
丁
字
袋
献
花
文
様
刺
繍
紙
紗

赤
紋
子
地
狸
々
文
様
刺
繍
紙
紗

紅
給
子
地
羽
子
板
楽
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

繰
綿
子
地
銚
子
歪
草
花
長
生
文
字
入
文
様
刺
繍
紋
紗

穆
金
緒
子
地
梅
花
末
広
宝
袋
楽
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
献
紗

滞
緩
紋
子
地
丁
字
袋
炭
斗
南
天
若
松
万
歳
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

54
河
×
ご
先

白
倫
子
地
柳
葦
分
舟
文
様
刺
繍
紙
紗

黄
茶
綿
子
地
中
啓
花
箱
万
歳
文
字
入
文
様
刺
繍
紋
紗

白
倫
子
地
枝
垂
桜
宝
蓑
炭
斗
文
様
刺
繍
紙
紗

繰
綿
子
地
牡
丹
反
物
宝
尽
し
宝
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
紋
紗

白
綿
子
地
銚
子
慶
斗
菊
花
福
貴
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

薄
紅
綿
子
地
炭
斗
秋
草
文
様
刺
繍
紙
紗

紅
倫
子
地
籍
菊
花
千
秋
楽
文
字
入
文
様
刺
繍
俄
紗

紅
総
子
地
門
松
俵
万
歳
楽
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

部
練
紋
子
地
橘
南
天
授
斗
繁
昌
文
字
入
文
様
刺
繍
紋
紗

紅
鍛
子
地
島
台
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

紅
総
子
地
花
活
福
貴
文
字
入
文
機
刺
繍
紋
紗

紅
綿
子
地
梅
宝
尽
し
万
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

背ハ
茶
綿
子
地
梅
花
宝
尽
し
福
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
紙
紗

白
緒
子
地
瓶
子
銚
子
つ
kA

じ
楽
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
紋
紗

キ己興福｜抗ふく第 一 図

6 

H・
2
河
×
H・
己
河

H・
2
河
X
H・
4
H

河

M・
2
河
X
H・
4

河

同・
。
河
×
H・
4

河

H－
怠
河
X
H・
号
、出

H・
2
河
×同
l斗
河

同・
叶
河
×同・
吋
河

同－
忌
河
X
H・
4

河

H－
S
河
×
H・
己
河

H・
8
河
X
H・
古
河

凶－
E
河
×
H・
斗
河

H・
8
河
×
H・
斗
河

H・
8
河
×
H・
4

河

H－
S
河
×
H－
S
河

H－
E
河
×
H・
4

河

H－
E
河
X
H・
己
河

H－
訟
河
×
H・
4

河

H・
8
河
×
H・
4

河



白
綸
子
地
献
花
活
花
団
扇
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
.
　
６
８
Ｒ
　
Ｘ
　
１
.
　
６
９
Ｒ

白
綸
子
地
中
啓
松
竹
宝
尽
し
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
　
　
　
　
１
.
　
６
７
Ｒ
×
１
.
７
　
Ｋ

薄
練
緞
子
地
若
松
宝
尽
し
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
　
１
-
６
９
Ｒ
ｘ
１
.
７
　
Ｒ

赤
緞
子
地
宝
船
中
啓
干
歳
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
　
　
二
に
×
１
.
７
　
Ｒ

府
金
締
子
地
枝
垂
桜
茶
釜
献
花
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
　
　
　
１
.
６
５
Ｒ
Ｘ
１
.
７
　
Ｒ

白
緞
子
地
松
竹
宝
船
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
.
６
７
Ｒ
×
１
.
７
　
Ｒ

赤
緞
子
地
ば
ら
花
反
物
宝
尽
し
宝
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
Ｅ
ｘ
ｘ
１
.
７
　
Ｒ

赤
緞
子
地
ば
ら
花
反
物
宝
尽
し
宝
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
～
に
×
１
.
７
　
Ｒ

赤
繍
子
地
橘
反
物
硯
斗
万
歳
楽
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
　
；
に
×
１
.
７
　
Ｒ

赤
綸
子
地
大
根
宝
尽
し
果
物
万
歳
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
　
Ｅ
江
×
１
.
７
　
Ｒ

府
金
絹
子
地
艇
斗
宝
尽
し
小
袖
福
寿
文
字
入
文
様
刺
繍
袱
紗
　
　
１
-
６
７
Ｒ
×
１
.
６
９
Ｒ

　
こ
れ
ら
の
参
拾
壱
枚
の
ふ
く
さ
を
見
る
と
、
ふ
く
さ
に
は
刺
繍
を
施
す
べ
き
も

の
と
云
う
観
念
が
強
く
感
じ
と
ら
れ
る
よ
う
に
、
見
事
な
刺
繍
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ふ
く
さ
の
用
途
が
多
分
に
格
式
ば
っ
た
用
途
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
他
の
文
様
染
や
織
物
に
比
べ
て
刺
繍
の
も
つ
表
現
効
果
が
高
く
か
わ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
殊
に
、
こ
の
参
拾
壱
枚
の
ふ
く
さ
は
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
が
彼
の
側
室
で
あ

っ
た
瑞
春
院
に
祝
儀
の
た
び
ご
と
に
お
く
つ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
興
福
院
五

代
の
住
職
誓
誉
が
正
徳
三
年
に
江
戸
へ
伺
候
し
た
時
に
瑞
春
院
か
ら
直
接
に
拝
領

し
た
と
い
・
っ
由
緒
か
お
る
。
江
戸
初
期
に
お
い
て
徳
川
将
軍
家
と
特
殊
な
関
係
を

心
つ
に
至
り
、
寺
内
の
最
高
の
場
所
に
歴
代
将
軍
の
廟
所
ま
で
建
立
し
て
い
る
興

福
院
に
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
も
別
に
不
思
議
は
な
い
が
、
地
区

が
南
都
だ
け
に
些
か
興
味
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
興
福
院
ふ
く
さ
及
び
東
大
寺
図
書
館
の
厨
子

　
五
代
将
軍
綱
吉
は
延
宝
八
年
八
月
に
将
軍
職
に
つ
き
宝
永
六
年
正
月
に
歿
す
る

ま
で
約
三
十
年
間
将
軍
と
し
て
君
臨
し
た
が
、
そ
の
間
の
天
和
、
貞
享
、
元
禄
、

牢
氷
時
代
は
染
織
史
上
ま
こ
と
に
華
か
な
時
代
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
興
福

院
ふ
く
さ
は
宝
永
六
年
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
ふ
く
さ
の
生
地
は
江
戸
初
期
頃
か
ら
漸
く
一
般
の
衣
服
用
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
綸
子
、
緞
子
、
絹
子
の
三
種
類
に
限
ら
れ
、
そ
の
地
色
も
赤
系
統
が
最

も
多
く
白
が
そ
れ
に
っ
ぎ
、
青
系
統
と
對
金
色
、
黄
茶
色
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
時
代
の
好
み
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
・
り
。
参
拾
壱
枚
と
も
寸
法
は
、
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
裏
は
二
枚
の
例
外
も
な
く
紅
絹
が
っ
け
ら
れ
て
あ
る
。

　
文
様
は
四
季
の
花
を
主
材
と
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
吉
祥
文
様
や
縁
起
の

い
い
言
葉
を
文
字
に
出
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
多
彩
な
色
糸
や
金
糸
で
、

精
巧
緻
密
に
些
か
の
破
綻
も
み
せ
ず
鮮
か
に
刺
繍
し
て
る
い
の
に
は
誰
れ
し
も
驚

嘆
の
他
は
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
刺
繍
の
発
達
は
早
く
、
す
で
に
飛
鳥
時
代
か

ら
の
作
品
を
残
し
て
お
り
各
時
代
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
発
展
は
見
ら
れ
る
。

然
し
殊
に
、
室
町
末
期
か
ら
桃
山
期
に
わ
た
っ
て
小
袖
の
表
着
え
の
進
出
と
能
衣

裳
の
発
生
発
展
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ら
に
刺
繍
を
施
す
必
要
性
は
繍
技
の
発
達
を
う

な
が
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
刺
繍
技
術
の
非
常
な
発
達
が
み
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

更
に
、
江
戸
期
に
入
っ
て
は
、
繍
技
の
変
化
と
技
術
の
洗
練
化
へ
進
む
傾
向
を
示

し
て
く
る
。
興
福
院
ふ
く
さ
に
は
そ
の
よ
う
な
情
勢
も
み
ら
れ
、
ど
の
作
品
も
仕

上
り
は
ま
こ
と
に
す
っ
き
り
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

　
製
作
者
に
は
よ
ほ
ど
の
腕
達
者
が
撰
ば
れ
た
と
思
は
れ
る
が
、
か
ま
糸
に
よ
る

手
繍
の
繍
技
は
驚
く
程
に
冴
え
て
を
り
、
他
の
撚
糸
や
金
糸
に
よ
る
精
巧
に
し
て

繊
細
な
種
々
の
繍
技
も
見
事
な
技
術
的
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
『
Ｊ
こ
の
す
ぐ
れ
　
Ｚ



　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
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研
究
所
年
報

だ
繍
技
と
共
に
、
糸
色
の
配
色
も
巧
妙
を
極
め
六
色
或
圧
七
色
の
色
糸
を
自
由
に

駆
使
し
て
い
る
が
、
殊
に
金
糸
の
扱
い
方
が
い
い
。
色
糸
の
や
や
繁
雑
に
流
れ
ん

と
す
る
時
は
強
く
金
糸
で
し
め
く
く
り
、
或
は
叉
、
金
糸
で
視
覚
的
重
圧
を
加
え

て
布
面
の
色
調
を
調
和
さ
せ
て
格
調
の
高
い
、
し
か
も
豪
華
な
作
品
を
完
成
し
て

い
る
。
や
や
も
す
れ
ば
低
調
に
陥
り
易
い
刺
繍
作
品
に
、
か
か
る
高
い
品
格
と
芸

術
性
が
観
得
さ
れ
る
の
は
、
す
ぐ
れ
た
繍
技
と
洗
練
さ
れ
た
色
彩
感
光
に
よ
る
が
、

将
箪
御
用
と
云
・
・
り
絶
対
的
な
も
の
に
対
し
て
製
作
者
の
き
び
し
い
態
度
も
置
過
で

き
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
保
存
よ
く
伝
は
る
興
福
院
ふ
く
さ
は
、
江
戸
ふ
く
さ
の
代

表
的
優
秀
作
品
で
あ
り
、
類
例
の
極
め
て
す
く
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
　
東
大
寺
図
書
館
の
厨
子

　
厨
于
と
い
え
ば
誰
谷
で
も
が
神
像
々
仏
像
や
舎
利
塔
を
け
じ
め
と
し
て
俗
仰
の

対
象
物
が
納
め
て
あ
る
い
牡
も
の
を
加
像
す
る
だ
ろ
う
。
現
存
し
て
い
る
厨
于
の

殆
ん
ど
が
信
仰
の
対
象
物
を
安
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え

ら
札
る
の
も
無
理
か
ら
に
こ
と
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
厨
子
の
用
途
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
信
仰
の
対
象
物
を
安
置
寸
る
の

は
そ
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
、
し
か
し
、
他
の
用
途
を
七
っ
た
厨
子
の
現
存
品
が
非

常
に
す
く
な
く
、
た
だ
正
倉
院
に
伝
は
る
三
基
の
厨
子
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

モ
の
Ｉ
っ
は
正
倉
院
宝
物
中
で
も
最
も
由
緒
の
深
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
赤
漆
文

槻
木
厨
子
で
、
こ
の
厨
子
は
天
武
、
持
統
、
文
武
、
元
正
、
聖
武
、
孝
謙
の
歴
代

に
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
む
の
で
、
こ
れ
は
天
皇
が
常
に
御
居

間
に
置
か
牡
、
そ
の
中
に
雑
謳
、
杜
家
立
成
、
楽
毅
諭
な
ど
の
巻
物
の
ほ
か
、
十

合
刀
子
、
牙
笏
、
紅
牙
撥
鍍
尺
、
白
牙
尺
、
刻
彫
尺
八
、
雙
六
頭
お
よ
び
子
な
ど

が
納
め
ら
れ
て
あ
っ
た
。
他
の
二
つ
は
、
黒
柿
両
面
厨
子
と
柿
両
面
厨
子
と
呼
ば
　
８

れ
る
な
の
で
共
に
厨
子
の
表
と
裏
に
両
面
開
き
の
扉
が
あ
・
り
、
中
に
一
段
の
棚
を

っ
く
り
、
台
に
は
香
狭
間
形
透
か
し
の
床
脚
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
厨
子

は
赤
漆
文
概
木
厨
子
の
如
く
用
途
が
判
然
と
し
て
い
な
い
が
、
厨
子
の
構
造
か
ら

推
測
し
て
同
様
な
用
途
に
あ
て
ら
牡
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
正
倉
院
に
伝
え
ら
牡
る
ご
‘
れ
ら
の
厨
子
と
同
様
な
用
途
を
も
っ
厨
子
の
作
例
は

見
出
し
難
い
が
、
い
ま
、
東
大
寺
の
図
書
館
に
伝
え
ら
八
て
い
る
厨
子
は
、
構
造

は
異
っ
て
い
る
が
用
途
は
正
倉
院
厨
子
と
同
系
統
の
ぐ
の
で
、
類
例
の
ま
こ
と
に

す
く
な
い
厨
子
で
あ
る
。

　
東
大
寺
図
書
館
の
厨
子
は
木
質
黒
漆
塗
り
、
両
折
両
開
き
の
扉
を
も
っ
も
の
で
、

高
さ
五
尺
二
寸
五
分
、
開
口
四
尺
五
寸
、
奥
行
二
（
二
寸
八
分
。
中
に
は
四
段
の

柵
を
設
け
、
大
般
若
波
羅
密
多
経
六
百
巻
が
納
め
ら
れ
る
。
扉
の
内
側
に
は
大
般

若
経
の
守
護
神
た
る
卜
六
善
神
の
像
が
楯
か
れ
て
あ
り
、
大
般
若
経
を
納
め
る
厨

子
で
、
書
架
の
用
途
を
も
っ
た
厨
子
と
い
え
よ
う
。

　
厨
子
の
構
成
は
台
座
、
軸
部
、
尾
根
の
三
部
分
か
ら
な
る
。
台
座
は
谷
狭
間
形

透
か
し
が
前
後
各
二
、
左
右
各
」
箇
あ
り
、
高
さ
に
寸
二
分
五
服
、
開
口
四
尺
六

寸
八
分
、
奥
行
は
二
尺
二
寸
六
分
五
服
で
底
板
も
上
板
七
張
ら
ず
幅
二
寸
二
分
の

木
組
で
あ
る
。
四
隅
の
上
下
に
は
無
文
の
鍍
金
金
具
が
都
合
八
節
っ
げ
ら
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
前
面
の
左
右
の
上
下
に
残
る
の
み
。
台
座
の
上
部
、
即
ち
軸
部
を

の
せ
る
場
所
の
四
隅
に
は
五
分
位
の
山
形
の
突
起
か
ら
・
く
り
軸
部
の
安
定
を
は
か

つ
て
い
る
。

　
軸
部
は
下
か
ら
五
寸
四
分
の
高
さ
に
前
面
は
三
箇
、
左
右
各
一
箇
の
香
狭
間
を

設
叶
、
そ
れ
ら
を
胡
粉
地
に
し
て
そ
の
上
に
緑
青
で
唐
獅
子
を
一
匹
ず
つ
達
者
に



興
福
院

及
び
東
大
寺
図
書
館

附
子

く

な 部の に 左 描
筆に 金左右 く
で え 具右 の 。

描び蝶 と 側正
く錠番も 面 面

。 が でに は 中
内つつ三対央
部けけ箇 照 の
は ら ら の 的 唐
厚れれ鍍 な 獅

さ て て金姿子
七 あ を金勢 は

分 る り 具に 正
の 描 面

幅扉扉蝶か を
ーの の 番れ 向

尺内表 で て き
一面 面 つ い

寸に 中け る 左
の は 央ら 。 右
棚十に れ 扉の
を 六押 、 は 唐
四善え 扉両獅i
段神の の 折子
設 の 錠折 両 は
け 画が 目 開 相
黒像あに き 対

も や屋寸五尺葦四寸 打に 呑上部芥の 漆を り も の す
っか根三尺 七 を 尺九屋た 各狭下分狭鍛塗可 そ三も る
て な で分 、 寸も三分根れ 二聞 と の 間金丸 成 の 箇 の 姿

、 傾 、 五高 、 つ寸 、 は て箇 の E凶 の 金 V り グ の で に
る 斜ゆ匡さ長巾 の 長巾 い づ上面隅あ具無細 し 問 、 摘

。 を る の 二さ ー上さ 九三つ下の の る が文密上様柱夫
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第二図　東大寺図書館 厨子
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こ
の
厨
子

こ
納
め
ら
れ

て
あ
る
大
般

若
波
羅
密
多

経
六
百
巻
は 、

山
さ
一
寸
五

分 、

縦一
尺

一
分
五
匝 、

横一
尺一一一
寸

五
分
五
厘
の

黒
漆
塗
り
の

和司
こ、

’h12
q

－UY
 

泊三！ヨ

一
箱

に
十
巻
づ
っ

納
め
一
段
に

五
段
で
六
百
巻
に

回
か
さ
ね
三
列
に
世
く 心
し
た
が
っ
て 、
一
段
に
百
二
十
巻 、

な
る
わ
け
で 、
こ
の
よ－
7
な
整
理
方
法
で
納
め
ら
れ
て
い
る 。

さ
て 、
こ
の
厨
子
の
製
作
年
代
で
あ
る
が 、
こ
れ
は
中
に
納
め
ら
れ
て
あ
る
大

般
若
経
六
百
巻
の
書
写
が
完
成
し
た
文
保
二
年
（一
三
一
八）
に
こ
れ
を
納
め
る

た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

現
在 、

大
般
若
経
六
百
巻
は 、

縦
八
寸
四

分 、

横 ．
一
寸
五
分
の
折
本
仕
立
て
に
な
っ
て
お
り 、

一
紙
の
長
さ一
尺
じ

寸
正

分 、

十
七
字
詰
で
何
れ
も
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
巻
五
百
じ
十

八

一一
十
九
行 、

を
ひ
ろ
げ
て
見
る
と
そ
の
巻
末
に 、

文
保
え
年

…一九
月
二
日

以
一
行
三
礼
而

世一円
写
畢
為
寺
門
繁
日
仏
法
紹

隆
勧
六
百
人
持
斎
戒
令
書
写
之

内
也

10 

願、
王
前
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位

長
信

こ
れ
に
よ
っ
て
大
般
若
経
六
百
巻
書
写
の
意
図
も
判
る
し 、
ムハ
川
人
が
到
μ
ミ

れ
て
一
人
一
巻
を
書
写
し
た
わ
け
で 、

tA
信
み
づ
か
ら
も
巻
五
百
七
十
八
を
存
与

し
文
保
二
年
に
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
良
信
は
興
福
寺
別
当
を
嘉
暦
山
年

ま
で
に
前
後
四
回
も
っ
と
め
た
人
で
あ
り 、

文
保
三
年
に
は
一
一衆
院
の
門
跡
を
つ

と
め
て
い
る 。

彼
の
権
勢
に
お
い
て
六
百
巻
の
書
写
も
な
し
え
た
こ
と
か
ら
し
て 、

こ
れ
を
納
め
る
厨
子
の
製
作
も
容
易
に
考
え
ら
れ
よ
う 。
し
た
が
っ
て 、

厨
子
の

製
作
年
代
は
す〈
保
二
年
と
み
て
間
違
は
あ
る
ま
い 。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て 、
こ
の
厨
子
は
最
初
は
興
福
寺
に
置
か
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が 、

如
何
な
る
事
情
が
あ
っ
て
か 、

明
応
七
年
（一
同
九
八）

に
東
大
寺
に
移
さ
れ
て
保
存
さ
れ
る
に
至
っ
た 。
こ
の
間
の
事
情
は 、

良
信
香
川与

の
巻
五
百
七
十
八
に
別
紙
を
追
加
し
明
記
さ
れ
て
あ
る
Q

即
ち 、

明
応
七

年
間
八
月
日
以
勧
進
買
得
之

z

当
院

僧

東
大
寺
戒
壇
院
所
寄
附
也
沙
門
長
悟

六
十
円
ムイ

鎌
倉
期
の
厨
子
の
遺
作
は
可
成
り

現
存
す
る
が 、

何
れ
も
が
信
仰
の
対
象
物
を

納
め
る
厨
子
で
あ
り 、
か
か
る
用
途
を
も
っ
鎌
合
矧
の
尉
子
の
浩
品
は
そ
の
類
例

が
見
ら
れ
な
い
と一去
っ
て
も
い
い
だ
ろ・
川ノ 。

台
版
や
芥
狭
間 、

屋
根
に
可
成
り
の

漆
は
げ
や
損
傷
は
見
ら
れ
る
が 、

補
修
な
ど
は
少
し
も
な
く

概
し
て
保
存
も
良
好

で 、

鎌
倉
末
期
の
作
風
を
よ
く

示
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る 。
（

守

旧

公

k八
）



美術工芸研究室
　絵画

奈
良
県
下
仏
画
調
査
報
告（
恚

１
年
報
の
創刊
を
機
に
、私
が研
究所
に
赴
任し
て
以
来
約五
年間
、
奈
良
県下

を
調
査し
て
廻
り
、そ
の
際に
偶
目
す
る
を得
、
或
は又
従
来
から
知
ら
れ
乍
ら

も公
表の
機
会
に
恵
ま
れ
な
かっ
た公
画
類
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な
も
の
を寺
社

別
に
整
理し
て
、
大
方
の
便に
供
し
た
い
と思
う
。
但し
、こ
こ
に
通
称
南
都七

大
寺
な
る
奈
良
市
周
辺
の
諸
大
寺
につ
いて
は
、
そ
の一
部
は既
に
調
査
済
みで
、

公
表
し
た
もの
も
あ
る
が、
更
に
将
来
南
都諸
大
寺
の
絵画
に
関
す
る綜
合
目
録

を
も
意図
し
て
い
る
ので
、
紙面
の
都合
も
あっ
て
こ
れ
を
割愛
し
た
。叉
従
来青面金剛像図第１

か
ら
国
家
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
も
省
略
に
附
し
た
。

以
下
諸
寺
社
の
仏
画
を
列
記
す
る
に
当
っ
て
、
時
代
の
余
り
に
降
っ
た
も
の
は

こ
れ
を
除
き
、
主
とし
て
室
町
時
代
ま
で
の
秀
作
の
み
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
。

尚
上
段
に
○
印
を
附
し
た
も
の
は
と
り
わ
け
優
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
又
紙
数
の
関
係
上
十
分
説
き
尽
し
難
い
優
品
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
めて

詳
述
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

一
　
庚
　
　申
　
　堂
　
　
　
　
　
生
駒
郡
片
桐
町

一
国一
宇
庚
申
堂
と
称
し
、
寺
伝
で
は
明
暦
年
中（
１６５５頃
）
に
建
立
を
見
、

以
後
民
間
に
特
殊
な
信
仰
を
得
た
。
従っ
て
同
寺
の
主
な
も
の
は
何
れ
も
後
世
の

寄
進
に
な
る
、
先
づ
庚
申
信
仰
の
本
尊
で
あ
る
青
面
金
剛
に
注
目
し
た
い
。

○
青
面
金
剛
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　２４
. ５ｃｍ
　
　
（
横）
　１３
. ７ｃｍ

小
画
面
中
央
に
二
鬼
上
に
立つ
三
目
四
臂
の
青
面
金
剛
像
を
配
し
、
左
右
に二

童
子
、
下
方
に
四
鬼
神
を
描
く
。
細
勤
線
を
駆
使
し
極
め
て
細
密
の
彩
色
を
施
す

手
法
は
、
古
い
装
飾
経
な
ど
に
近
い
。
画
面
の
周
囲
に
は
紗
に
裏
箔
を
施
し
た
古

い
表
装
部
分
を
留
め。興
味
深
い
。四
天
王
寺
庚
申
堂
の
伝
来
と
伝
う
、
聊
か
破
損

と
変
色
が
著
し
い
。

奈
良
県下
仏
画
説
査
報
告
１

ｊ２
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青
面
金
剛
像
　一
幅
　（第
１
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　９３
.　Ｏｃｍ
　
　
（
横）
　３８
.　Ｏｃｍ

前
者
に
比
し
て
画
面
は
は
る
か
に
大
き
い
が
、
構
図
な
ど
前
者
と
殆
ど
異
ら
な

い
。
た
だ
彩
色
手
法
共
大
ま
か
で
、
南
都
系
仏
画
の
風
趣
を
示
す
。
時
代
は
前
者

よ
り
や
や
降
る
。
東
大
寺
戒
壇
院
什
物
と
伝
う
。

大
般
若
十
六
善
神
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
一
副
半（
絹
幅３９
.４ｃヨ
）
　
　
（
竪
）
　１１１
.
　５ｃ
m

図迎来衆聖第２図

（
横
）
　５６
.　７ｃｍ

破
損
と
共
に
液
補
が
か
な
り
ひ
ど
く
、
上
下
左
右
に
切
り
つ
づ
め
、が
あ
る
。
通

途
の
も
の
に
比
し
て
古
様
且
つ
異
形
を
示
し
、
彩
色
に
は
金
泥
切
金
な
ど
を
用
い

な
い
。
も
と
鏡
作
神
宮
寺（
奈
良
県
磯
城
郡
都
村
に
あ
つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
の

什
物
と
伝
う
。

仏
涅
槃
図
　一・
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
絹
幅３９
.　３ｃｍ
）
　
　
（
竪
）
　１４４
.　Ｏｃｍ

（
横
）　１１６
.３ｃｍ

疎
絹
を
用
い
る
。
南
都
系
絵
仏
師
の
作
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
の
他
、
弘
法
大
師
像
、
天
弓
愛
染
像
、
高
野
四
社
明
神
像
の
三
幅
対
、
天
川

弁
才
天
秘
曼
荼
羅
一
幅
、
笏
見
る
べ
き
も
の
あ
り
、
叉
襖
絵
と
し
て
望
月
玉
蟾
の

神
仙
図
が
注
目
に
値
す
る
。

二
　
松
　
　尾
　
　寺
　
　
　
　
　
　
　

大
和
郡
山
市
矢
田
町

初
午
で
高
名
の
松
尾
寺
も
そ
の
史
実
に
は
乏
し
く
、
中
世
以
後
修
験
的
な
道
場

と
し
て
推
移
し
た
ら
し
い
事
が
想
像
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
絵
画
に
は
比
較
的
密

教
系
の
も
の
が
多
い
。
尚
釈
迦
八
大
菩
薩
像
の
み
は
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
い
る
。

○
聖
衆
来
迎
図
　一
幅
　（
第
２
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
3
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
両
側
幅
狭
し
）
　
　
（
竪
）
１０１
.　０ｃｍ

（
横
）
　８１
.　４ｃｍ

極
め
て
古
様
の
来
迎
図
と
見
ら
れ
、
中
尊
を
と
り
ま
く
七
尊
は
二
比
丘
形
を
混

え
、
そ
の
配
列
に
は
曼
荼
羅
的
な
も
の
を
感
じ
、
京
都
安
楽
寿
院
本（
重
要
文
化

ｊ２



財
）

に
酷

似

す

る

。

別

に
1
5
世

紀

頃

の

釈

迦

・
弥

陀

発

遣

来

迎
図

一
幅
－

（

竪
）

１
２
０
.　７ｃ
ｍ

（
横
）
６
５
. ５ｃ
ｍ

が
注

目

さ

れ

る
。

○

仏

眼

曼
荼

羅
　

一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世

紀
）

絹
木

著
色
　

掛
幅
　
　
（
竪
）
　
７
１ｃ
ｍ
　
　
（

横
）
　
５
８ｃ
ｍ

や

や
異

形

の
仏

眼

曼
荼

羅

。
図

儼

的

に
注

目

さ

れ

る

。

彩

色

が

鮮
明

で

美

し

い

。

こ

れ

よ

り

や

や
降

る
時

代

の
尊

勝

曼
荼

羅

―

・（
竪
）
 １０
５ｃ
ｍ
　
（

横
）
７
９
. ７ｃ
ｍ
 

尊

勝

、

愛

染

、
不

動

三

体

の
み

の

曼
荼

羅

、

ほ

ぼ
同

本

を
河

内

金
剛

寺

に
蔵

す

る

（

重
要

文

化

財

）
。

弥

勒

菩

薩

儼
　

一

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世
紀
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　
（

竪
）
　
９
５
. ５ｃ
ｍ
　
　
（
横
）
　
４
３
.　５ｃ
ｍ

定

印

の
上

に
五

輪

塔

を
保

つ

、

五

智

宝
冠

を
着

す

る

菩

薩

形

。

台

座

そ

の
他

の

彩

色

は
華

美

で

、

南

都

系

仏

画

に
属

す

る
。

如

意

輪

観

音

像
　

一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世
聡
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　

一
副
半
（
絹
幅

３
５
.　７ｃ
ｍ

）
　
　（
竪
）
　
９
５
. ５ｃ
ｍ

’
（
横
）
　
５
１
.　５ｃ
ｍ

六
臂

の
如

意

輪

観

音

は
岩

座

上

に
あ

り

、

そ

の
右

辺

に
瀑

布

と
奔

流

と
二

童

子

を

、

左

孚

方

に
竜

を
描

く
異

色

あ

る
作

品
・

題

し

て

石

山

如

意

輪

観

音

と

い
う

。

大

威

徳

明

王

像
　

一

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世

紀
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　

一
副
半
（
絹
幅

色
ｎ
ヨ
）
　
　（

竪
）
　
１
１
７
. ２ｃ
ｍ

（
横
）
　
６
５
.　８ｃ
ｍ

時

代

は

降

る

が

唐

招

提

寺

本

（

重

要

文
化

財

）

と
同

形

の

像

。

○

愛

染

明

王
儼
　

一

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世
紀
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　
（

竪
）
　
８
２ｃ
ｍ
　
　
（
横
）
　
４
１ｃ
ｍ

奈

良
県
下

仏
画
調
査
報
告
　

１

通

途

の

愛

染

明

王

偸

、

朱

肉

身

、

朱

円

光

、

宝

瓶

上

に
坐

す

。

作

風

優

秀
。

尚

同

寺

に
は
1
5
世

紀

頃

の
天

弓

愛

染

明

王
儼

の

ほ

か

、
同

形

の

愛

染

明

王
像

二

種

が

あ

る

。

愛
染

明

王
像
　

一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世

紀
）

絹

本
著

色
　
掛

幅
　
　

一
副
半
（
絹
幅

３
９
.　３ｃ
ｍ

）
　
　（

竪
）
　
１
１
０ｃ
ｍ

（
横

）
　５
７
. ５ｃ
ｍ

衣

文

に
盛

上

げ
彩

色

多

用

、

下

方

に
石

畳

あ

り
、

左

右

に
夫

々
来

迎
形

の

十

一

面

観

音

立
像

と
八

臂

弁

才

天

立

像

を
配

す

る
異

形

の
も

の
。

こ

の
他

や

や
見

る

べ
き

も

の

と
し

て

、

紅

頗

梨

色

阿

弥

陀
如

来
像

、
来

迎
形

十

一
面

観

音

菩

薩

像

各

一

幅

。

不

動

明

王

二

童

子

像

三

種

三

幅

等

が

あ

り
、

山
田

道

安

筆

と
伝

え

ら

れ

る
市

守

長

者

像

一

幅

も

か
な

り
高

名

で

あ

る

。

三
　

宝
　
　

幢
　
　

寺
　
　
　
　
　
　

生
駒

郡
生
駒
町
小
平
尾

生

駒

郷

の
古

刹

で

、

室

町

初

期

の
本

堂

に

は
、

地

蔵

十

王

図

、

普

賢

十

羅

刹

女

図

の
壁

画

が
描

か

れ
て

い

る
。

第３図　 釈迦三尊像
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阿
弥
陀三
尊
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世紀）

絹本著色
　掛幅
　
　
（
竪）
　１１５ｃｍ
　
　
（
横）
　５５ｃヨ

切
金の
細
緻
な
好み
は
、
余
り
古
く溯
り
得
ない
。三
尊
と
も立
像で
、
来
迎

形
を示
す
が、
傷み
がひ
どい
。

釈
迦三
尊儼
　一
幅
　
（
第３図
）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世紀）

絹木
著色
　掛幅
　
　
（
竪）
　８０ｃｍ
　
　
（
横）
　４５ｃｍ

前
者
と異
り
切
金
を用
い
ず
、
多彩
を
極
め
る趣
味
は
南
都系
仏画
の
典
型
で

あ
る
。
脇侍
は夫
弋
獅
子
と
象
に乘
る
。
時代
は
や
や
降
るで
あ
ろ
う
。

四
　長
　
　福
　
　寺
　
　
　
　
　
　
　

生駒郡生駒町俵囗

寺
史
は
詳で
ない
。
鎌
倉後
期の
本
堂内
陣
に
は
柱
に両
界
の
諸
尊
、
長
押
や

小
壁
に飛天
や千
休
仏
を
描
き
甚
だ
興
味深
い
。

第４図　不動明王二童子像

○
文
殊
諸
尊
来
迎
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笳
世
紀
）

板
絵
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　１７１
. ８ｃｍ
　
　（
横
）
　８７
. ８ｃｍ

文
殊
菩
薩
は
梵
篋
と
剣
を
持
っ
て
獅
子
に
跨
り
、
八
大
童
子
と
見
ら
れ
る
諸
脇

侍
を
従
え
て
雲
に
乗
り
来
迎
す
る
如
く
に
見
え
る
。
変
頽
色
と
剥
落
の
た
め
原
容

は
著
し
く
失
わ
れ
て
い
る
が
、
来
迎
形
文
殊
諸
尊
像
は
珍
し
い
。

五
　
大
　
　福
　
　寺
　
　
　
　
　
　

北
葛
城
郡
広
陵
町
箸
尾

そ
の
昔
東
西
両
寺
を
中
心
に
多
く
の
堂
舎
を
有
し
た
こ
の
寺
も
今
は
全
く
疲
弊

し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
遺
存
す
る
仏
画
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
少
く
な
く
、

往
時
を
偲
ぶ
に
足
る
。

両
界
曼
荼
羅
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　１５６ｃｍ
　
　（横
）
　１２０ｃｍ

も
と
小
田
原
天
徳
院（
高
野
山
）
の
什
宝
た
り
し
も
の
、
後
年
同
寺
に
流
入
し

た
と
見
ら
れ
る
。
保
存
の
よ
い
彩
色
の
美
し
い
も
の
で
あ
る
。

仏
涅
槃
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三
副
】鋪
　
　
（
竪
）
　１２４
.　５ｃｍ
　
　（横
）
　９６ｃｍ

釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三
副一
鋪
　
　
（
竪
）
　｝＆ｎ
日
　
　
（
横
）
　７２ｃｍ

共
に
細
か
い
絹
地
に
美
し
い
彩
色
と
細
い
切
金
を
施
す
、
制
作
も
ほ
ぼ
同
じ
頃

と
思
わ
れ
る
。
所
謂
南
都
系
絵
師
の
作
、
共
に
正
徳
六
年（
１７１６）
同
寺
東
寺
西

方
院
に
於
て
修
補
を
見
て
い
る
。

四
費
不
動
明
王
二
童
子
像
　一
幅
　（
第
４
図
）
　
　
　
　
　
　

（
1
5世紀
）

絹
本
著
色
　掛
蝠
　三
副一
鋪（
両
側
狭
し
）
　
　
（
竪
）
　１２４ｃｍ
　
　（
横
）
　６６ｃｒ
r
ｔ

μ



明
王
は
立
像
、
右
手
は
蓮
花
と
剣
　左
手
は三
鈷
戟
と
索
、
水
波
上
岩
座
に
立

つ
、
盛
上
げ
彩
色
の
傾
向
を
帯
び
、
切
金
を
用
い
ず
金
泥
を
主
と
す
。
古
様
の
図
‘

像
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
弘
法
大
師
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪
　
　
（
竪
）
１０１
.　５ｃｍ
　
　
（
横）
　９５ｃｍ

箱
書
に
よ
れ
ば
も
と
永
久
寺
学
侶
方
の
も
の
、
彩
色
は
淡
白
に
し
て
筆
格
は
す

ぐ
れて
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

○
益
信・
聖
宝
両
僧
正
像
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀）
　＼

絹木
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　５４
.　５ｃｍ
　
　
（
横）
　３２
. ２ｃｍ

粗
い
絹
地
に
も
拘
ら
ず
細
い
筆
使
い
は
、
性
格
描
写
に
富
み
、
こ
の
種
画
像
と

し
て
は
逸
品
。
上
部
に
は
贅
文
が
あ
る
。

尚
大
福
寺
に
は
こ
の
他
に
、
天
文
匸
一
年（
１５４３）
の
年
記
を
有
す
る
十
二
天

像
十
二
幅
、天
文一
五
年（
１５４６）の
春
日
鹿
曼
茶
羅一
。幅
、天
文一
八
年（
ぶ
皀
）

の
真
言
八
祖
像
八
幅
、
文
亀
三
年｛
｝いａ
）
。の
天
神
像一
幅
等
あ
り
、
何
れ
も
時

代
に
比
し
て
古
様
で
筆
格
高
く
且
つ
保
存
が
よ
い
。
こ
れ
ら
に
は
共
通
し
て
南
都

系
仏
画
の
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。

一
　
　
ｉ
　－
　
　
－
　ＩＩ
　
　
　
　

■
　
　
　
ＩＩ
　
　
Ｊ
　―

六
　室
　
　生
　
　寺
　
　
　
　
　
宇
陀
祁
室
生
村

同
寺
の
絵画
と云
え
ば、
金
堂後
壁
の
帝
釈天
曼荼
羅
と
金
堂
諸
仏の
彩
色
光

背
に
よっ
て
著
名で
あ
る
が、
掛
幅画
とし
て
は
次の
如
き
什宝
を
蔵す
る
。

両
界
曼荼
羅
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世紀）

絹本
著色
　掛幅
　
　
（
竪）
　２０９ｃｍ
　
　
（
枇）
　１８８ｃｍ

破
損
少
く
、彩
色・
切
金
等
に見
る
べ
き
もの
があ
る
が、
尊
像
の配
置
に
は

奈良県下
仏画
調査報告
　―

や
や
崩
れ
が
見
ら
れ
る
。

釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
　一
幅

絹
木
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
両
側
幅狭
し
）
　（
竪
）

（
横）
７９
. ７ｃ
m

（
1
5世
紀
）

｝Ｎω
‘切Ｏヨ

十
六
善
神
に
阿
難
・
法
涌
・
玄
奘
・
深
沙
大
将
を
伴
う
、
上
方
に
霊
鷲
山
あ
り
、

下
段
に
水
波
あ
り
、
波
文
翻
転
著
し
、
文
亀
二
年（
１５０２）
の
修
理
銘
を
有
し
、

慶
応
三
年
郡
山
高
島
家
か
ら
の
寄
進
と
な
す
。

○
善
如
竜
王
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　９１
.　５ｃｍ
　
　
（
横
）
　３８
. ５ｃｍ

古
来
室
生
寺
の
祕
宝
、
細
絹
に
極
め
て
細
麗
の
筆
、
緑
色
の
顔
に
は
宝
冠
を
頂

き
、
朱
衣
の
上
に
は
群
青
緑
青
交
り
の
雲
文
、
輪
宝
文
を
散
ら
す
。
全
休
黒
ず
ん

で
破
絹
も
か
な
り
に
及
ぶ
。
桂
昌
院
の
修
補
に
か
か
る
蒔
絵
箱
に
納
む
。
尚
他
に

竜
王
像
二
三
幅
あ
り
。

○
真
言
八
祖
図
　八
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
絹
幅４３
. ７ｃｍ
）
　
　
（
竪
）
　大約
１６７ｃｍ

（
横
）
　１４２
. ５ｃｍ

通
途
の
八
祖
画
像
、
但
し
筆
格
高
く
古
勁
の
線
と
淡
彩
の
故
に
、
漂
渺
と
し
た

大
き
さ
を
感
ぜ
し
め
る
佳
品
、
明
暦（
１６５５
頃
）、享
保
、
明
治
初
と
修
理
を
重
ぬ
。

保
存
良
好
、
一
部
賛
あ
り
。

○
理
源
大
師
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三幅一
銷
　
　
（
竪
）
１７９ｃｍ
　
　
（
枷
）
１１８
. ８ｃｍ

色
彩
は
淡
白
で
淡
緑
以
外
は
殆
ん
ど
目
立
だ
な
い
。
破
顔
ひ
ど
く
頭
部
の
欠
損

著
し
い
の
が
惜
ま
れ
る
。
或
は
前
記
八
祖
像
と
同
時
の
作
か
。
理
源
大
師
に
誤
な

j５



奈良
国
立文
化
財
研
究所
年
報

し
と
す
れ
ば
古
像
に
属
す
。
上
部
に
贅
あ
り
。

尚
室
生
寺
に
は以
上
の
他
に
、。著
名
な
南
蛮
風
俗
図
屏
風
六
曲一
双
、
及
び
や

や
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
仏
涅
槃
図
、弥
勒
菩
薩
像
、聖
徳
太
子
像
各一
幅
、室
生

寺
特
有
の
も
の
と
し
て
宝
珠
曼
荼
羅
、
土
心
水
師
像
各一
幅
等
が
あ
る
。
永
正
九

年（
１５１２）
の
年
記
あ
る
宝
篋
印
舎
利
塔
に
は
不
動
愛
染
四
天
王
の
扉
絵
が
あ
る
。

七
　大
　
　蔵
　
　寺
　
　
　
　
　

宇陀
郡
大
宇
陀町
栗
野

奥
竜
門
の
名
刹で
あ
る
大
蔵
寺
は
、
往
時
芳
野
か
ら
伊
賀
方
面
へ
ぬ
け
る
道
筋

に
あ
たっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
訪
れ
る
人
も
稀
で
あ
る
。

両
界
曼
荼
羅
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
永三
年（
１３９６）

細
木
著色
　掛
幅
　
（
竪
）
　１４９
.　８ｃｍ
　
　
（
横）　１２９ｃｍ

細
密
な
彩
色
手
法
を
駆
使
し
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
箱
書
に「
応
永
三
Ｅ

年
南
呂（
八
月
）
之
天
」
と
あ
る
の
を
制
作
年
次
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

十二神将像第５図

○
聖
衆
来
迎
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀）

剔
木
著色
’掛幅
　
　
二
副一
鋪（
絹幅髟
‥日
）
　
　

（
竪
）
　１２２
.
５ｃｍ

（
横）
　Ｘ・（
）～

申
央
向っ
て
左
上
よ
り
右
下
に
阿
弥
陀
如
来
及
び
廿
六
体
の
菩
薩
衆
が
来
迎
す

る
。`
上
限
に
極
楽
浄
土
宮
、
下
段
に
娑
婆
世
界
の
光
景
を
往
生
者
の
邸
と
共
に
描

き
、
右
辺
に
は
雲
申
無
数
の
立
像
型
小
化
仏
を
配
す
る
。
細
緻
な
切
金
文
の
趣
向

は
余
り
溯
り
得
な
い
。

釈
迦
三
尊
十
六
善
神
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
１０７
. ５ｃｍ
　
　
（
横）
　６２
.
７ｃｍ

通
途
の
作
品
。
貞
享
三
年（
１６８６）
の
修
理
銘
を
有
す
る
。
尚
同
時
修
補
の
十

六
羅
漢
十
六
幅
あ
り
。

真
言
八
祖
図
　八
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪）
　７２
. ５ｃｍ
　
　
（
横）
　３７
. ８ｃｍ

皇
町
期
特
有
の
粗
絹
な
れ
ど
古
様
を
保
つ
佳
品
。
よ
き
粉
本
に
よ
る
転
写
本
、

上
部
に
賛
あ
り
。
破
損
か
な
り
著
し
い
。
他
に
や
や
時
代
の
降
る
弘
法
大
師
像一

幅
あ
り
。

○
十二
神
将
像
　十
二
面
（
第５
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
3
世
紀）

板
絵
著色
　額
装
　
　
（
竪
）
　約９０ｃｍ
　
　
（
横
）
　約６０ｃｍ

非
常
に
個
性
的
な
特
異
な
像
容
は
、
古
い
図
像
に
よっ
た
事
を
示
し
、
興
福
寺

蔵
板
彫
十二
神
将
を
想
起
せ
し
め
る
。
も
と
は一
連
の
板
壁
画
で
あっ
た
も
の
を

一
体
づっ
切
断
し
額
装
に
し
た
ら
し
く
、
切
断
面
は
区
々
で
新
し
い
板
を
継
い
で

長
方
形
に
作
上
げ
て
い
る
。
本
堂
本
尊
薬
師
如
来（
1
2
世
紀
頃
）
の
外
謾
の
役
を

勤
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
細
説
を
期
す
。

郤



尚
同
寺
に
は
こ
の
他
に
、
斯
界
に
著
名
な
聖
徳
太
子
絵
伝二
幅
を
蔵
す
る
が
、

私
は
こ
れ
を
調
査
し
て
い
な
い
。
他
に
延
徳
二
年（
１４９０）
施
人
の
高
野
大
師
行

状
絵
伝
十
巻
が
あ
り
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
作
で
あ
ろ
う
。
十
二
天
立
像
十
二
幅
、
仏
涅

槃
図一
幅
、
等
も
室
町
期
を
降
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

奈
良
県下
仏画
調
査
報
告
―

こ
の
他
に
調
査
を行っ
た
所
として
吉
野
郡下
市町
内
の
願
行
寺
、
滝
上
寺等

が
あ
る
が、
そ
れ
ら
の
詳
細
は
近
頃
上
梓
を
見
た
大
和下
市
史
に
説
明
を
試み
ち

叉
生
駒
郡
生
駒
神
社
の
生
駒
曼荼
羅
につ
いて
は
、
国
華
７８２
号
の一
部
に附
説

し
た
ので
共
に
省
略
に附
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
浜
　田
　隆）

図
版
解
説
薬
師
如
来
坐
像
京
都
六
波
羅
蜜
寺

木造添箱
　像高五尺三寸五分

与
願
施
無
畏
印
の
通
仏
相
に
薬
壺
を
持っ
た
薬
師
如

来
で
、
い
わ
ゆ
る
半
丈
六
の
坐
像
で
あ
る
。
見
る
か
ら

に
堂
々
とし
た
風
姿
を
もっ
だ
も
の
で
、
彫
り
の
調
子

も
力
強
い
。
こ
の
様
式
や
手
法
な
ど
は
、
藤
原
前
期
の

正
暦
四
年（
９９３）の
納
入
文
書
を
もっ
滋
賀
県
善
水
寺

の
薬
師
如
来
像
に
よ
く
似
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
そ
れ

よ
り
も
多
少
古
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
見
う
け
ら
れ
る
。

そ
れ
だ
け
に
な
か
な
か
し
っ
か
り
とし
た
好
い
像
で
あ

る
。
こ
ん
な
も
の
が
未
だ
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
ず
に
歿

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
六
波
羅
蜜
寺
は
や
は
り
伝

統
の
古
い
名
刹
で
あ
る
。
　
　
　
（
小
　林
　
剛
）
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

建
造
物
研
究
室
　
遺
跡
、
庭
園

昭
和
三
十
二
年
度
庭
園
遣
跡
調
査
概
要

こ
れ
ま
で
の
庭
園
の
図
面
は
、
テ
≒
フ
使
用
の
平
板
測
量
に
見
取
図
を
加
味
し
　
　
（
天
理
市
史
Ｅ
頁
参
照
）

た
程
度
の
も
の
し
か
作
ら
牡
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
庭
園
文
化
史
を

研
究
す
る
上
に
、
そ
の
精
密
な
実
測
図
は
種
々
の
面
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資

料
で
あ
る
。
そ
牡
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
平
面
図
に
海
抜
標
高
と
等
高
線
を
入
れ

る
精
密
測
量
を
お
こ
な
・
？
」
と
に
し
た
。
こ
う
し
た
測
量
作
業
に
よ
っ
て
、
庭
園

お
よ
び
そ
の
遺
跡
の
現
状
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
と
な
り
、
造
園
当
時
、
自
然

地
形
が
如
何
に
利
用
さ
牡
、
改
変
さ
牡
た
か
と
い
う
点
を
推
測
し
、
造
園
技
術
を

考
究
す
る
手
懸
り
を
見
出
そ
う
と
す
る
新
な
試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意

図
の
も
と
に
、
昭
和
2
8
年
か
ら
修
学
院
離
宮
の
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
2
9
年
学
報

第
二
冊
と
し
て
土
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
」
を
出
版
し
た
。
そ
の
後
は
、
南

都
大
乗
院
庭
園
を
中
心
と
す
る
巾
世
庭
園
文
化
史
の
研
究
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
と

関
連
し
た
諸
庭
園
遺
跡
の
洲
量
調
査
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
一
　
竜
王
山
城
跡

　
室
町
時
代
末
期
天
文
年
問
卜
市
遠
忠
氏
の
拠
っ
だ
竜
王
山
城
南
城
（
海
拉
?
５
８
５
.
　
７

ヨ
）
か
ら
、
北
城
（
海
位
５
２
１
.
7
m
）
に
か
げ
て
、
山
岳
地
帯
約
２
平
方
粁
の
地
形
測

量
を
行
た
っ
た
。
口
入
ゾ
（
及
び
レ
ベ
ル
等
の
測
量
器
を
使
用
し
、
縮
尺
五
百
分

の
Ｉ
（
製
版
川
Ｔ
分
の
づ
に
、
５
ｍ
毎
の
等
高
線
を
入
れ
た
地
形
図
を
製
作
し
た
。

　
　
　
　
　
二
　
永
　
久
　
寺
　
跡

　
天
理
市
柚
之
内
に
あ
る
内
山
永
久
寺
跡
一
帯
を
、
測
距
プ
リ
ダ
ー
ド
使
用
、
平

板
及
び
レ
ベ
ル
併
用
の
地
形
測
量
を
行
な
っ
た
。
縮
尺
三
百
分
の
Ｉ
、
等
高
線
は

5
0
m
毎
に
入
れ
た
地
形
図
を
作
っ
た
。
（
天
理
市
史
～
頁
参
照
）

　
こ
の
寺
は
藤
原
時
代
永
久
年
間
に
禅
定
院
（
後
の
大
乗
院
）
の
権
少
僧
都
頼
実

が
創
始
し
た
も
の
で
、
主
要
建
築
と
し
て
は
、
本
堂
、
真
言
堂
、
観
音
堂
、
多
宝

塔
、
大
喜
院
（
大
坊
）
等
が
あ
０
、
大
乗
院
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
現
在
そ
れ
ら
の

建
物
は
二
宇
も
残
ら
ず
、
唯
一
棟
、
本
堂
の
後
方
に
建
っ
て
い
た
鎮
守
三
所
明
神

社
の
拝
殿
（
鎌
倉
期
）
が
、
近
く
の
石
上
神
宮
摂
社
拝
殿
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
し
か
し
本
堂
の
位
置
周
辺
の
地
形
は
よ
く
残
っ
て
お
り
、
数
多
い
僧
坊
敷

地
の
土
留
石
垣
や
通
路
や
水
路
な
ど
、
そ
の
ま
ま
に
田
畑
の
境
界
や
畦
畔
に
添
っ

て
悦
っ
で
い
る
。
叉
西
向
の
本
堂
の
前
面
少
し
下
っ
た
所
、
大
坊
の
南
側
に
、
現

在
言
漑
用
水
に
使
用
さ
れ
て
い
る
大
き
な
池
か
お
る
。
こ
の
中
島
の
池
辺
に
は
信

尭
房
と
い
う
犬
が
立
て
た
庭
石
か
お
る
。
詳
細
は
内
山
之
記
、
内
山
之
事
な
ど
の

古
記
録
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
指
図
と
照
合
す
れ
ば
昔
の
姿
が
判
る
。
（
学
報
中

匹
庭
園
文
化
史
参
照
）
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三
　
法
　
金
　
剛
　
院
　
跡

　
大
乗
院
庭
園
が
、
膝
原
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
比
較
検
討
す
る

目
的
で
、
法
金
剛
院
遺
跡
の
地
形
調
査
を
行
な
っ
た
。
区
域
は
寺
地
は
勿
論
の
こ

と
、
山
陰
線
花
園
駅
と
線
路
を
距
て
た
そ
の
南
側
の
田
畑
や
墓
地
や
宅
地
を
も
含

め
、
縮
尺
二
ｙ
口
分
の
Ｉ
、
海
抜
標
高
と
、
5
0
m
毎
の
等
高
線
を
入
れ
た
地
形
図
を

作
っ
た
。

　
　
　
　
　
四
　
京
都
御
所
の
建
築
と
庭
園

　
京
都
御
所
離
宮
の
研
究
の
一
環
と
し
て
京
都
御
所
内
の
主
要
建
築
の
配
置
と
。
、

庭
園
の
地
形
地
物
の
実
測
を
行
な
い
、
縮
尺
二
百
分
の
Ｉ
、
海
抜
標
高
と
等
高
線

5
0
m
毎
を
記
入
し
た
図
を
作
っ
た
。

　
数
年
来
近
世
禁
悒
仰
庭
指
図
の
整
理
に
よ
っ
て
、
慶
長
波
、
寛
永
度
の
庭
園
の

姿
が
分
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
高
槻
市
史
料
（
藤
直
幹
博
士
示
教
）
に
よ
っ
て

承
応
度
築
庭
事
情
と
、
そ
の
作
者
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。
叉
慶
長
度
か
ら

寛
永
波
、
承
応
変
、
寛
文
度
と
、
池
庭
、
遺
水
庭
と
交
互
に
か
お
り
、
延
宝
度
に

な
っ
て
、
今
口
の
に
近
い
形
態
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
昭
和
3
3
年
1
0
月
の
造

園
学
会
に
、
協
力
者
京
大
村
岡
正
対
と
連
名
で
報
告
し
た
）

　
　
　
　
　
五
　
木
泉
寺
、
朝
倉
館
庭
園
跡

　
大
乗
院
庭
園
が
、
藤
原
時
代
か
ら
の
も
の
の
改
造
で
あ
る
か
、
室
町
時
代
新
設

か
を
判
定
す
る
決
め
千
は
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
、
こ
牡
こ
そ
地
形
も
石
組
も
室

町
時
代
庭
園
の
本
当
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
を
っ
き
と
め
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に

比
較
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
た
。
京
都
市
内
外
に
多
い
伝
室
町
時
代
作
品
の
多

　
　
　
　
　
　
昭
和
。
。
。
卜
こ
年
度
・
庭
園
遺
跡
‐
淵
査
微
叫

く
は
、
長
年
月
の
間
に
手
が
入
り
す
ぎ
て
い
て
、
信
用
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
っ
て
ま
い
。
そ
こ
で
敢
て
越
前
に
残
る
文
明
七
年
蓮
如
上
人
造
営
の
確

証
あ
る
金
沢
市
二
俣
本
泉
寺
、
福
井
市
東
郊
外
足
羽
村
ご
果
谷
朝
介
館
の
湯
殿
庭

園
跡
、
諏
訪
館
庭
園
跡
、
南
陽
寺
庭
園
跡
等
の
地
形
測
量
を
行
な
っ
た
。
そ
し

て
縮
尺
は
何
れ
も
百
分
の
Ｉ
、
等
高
線
は
5
0
m
毎
に
入
れ
た
図
が
出
来
上
っ
た
。

（
学
報
中
世
庭
園
文
化
史
参
照
）

　
　
　
　
六
　
妙
心
寺
退
放
院
庭
園

　
妙
心
寺
退
蔵
院
と
霊
雲
院
と
に
京
都
市
内
に
残
る
室
町
時
代
末
期
庭
園
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
建
物
と
庭
園
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
点

が
あ
る
の
で
、
詳
細
に
調
査
し
て
見
た
。
実
測
図
は
縮
尺
五
十
分
の
Ｉ
、
等
高
線

は
2
0

　
こ

こ　cm

毎
に
入
れ
た
。

の
庭
園
に
見
ら
れ
る
枯
山
水
様
式
は
、
仝
く
の
平
坦
地
で
な
く
、
そ
こ
に

は
地
形
の
凸
凹
が
加
味
さ
れ
て
い
る
点
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
と
は
違
う
。

　
　
　
　
　
七
　
慈
照
寺
（
東
山
殿
跡
）
の
建
築
と
庭
園

　
室
町
時
代
中
期
（
東
山
時
代
）
を
代
表
す
る
東
山
殿
（
現
慈
照
寺
）
と
大
乗
院

と
を
比
較
す
る
た
め
に
詳
細
に
実
測
を
行
な
い
、
建
築
配
置
を
入
れ
、
縮
尺
百
分

の
Ｉ
、
海
抜
標
高
と
、
5
0
m
毎
の
等
高
線
を
入
れ
た
実
測
図
を
作
製
し
た
。

　
そ
の
結
果
東
求
堂
と
観
音
殿
（
銀
閣
）
は
、
東
西
2
8
m
（
9
2
尺
５
寸
）
、
南
北

3
0
m
（
9
8
尺
５
寸
）
の
距
離
に
お
っ
た
こ
と
、
池
は
観
音
殿
（
銀
閣
）
の
南
方
3
0

m
の
山
麓
に
ま
で
拡
っ
て
い
た
こ
と
、
山
腹
の
枯
山
水
は
露
出
し
た
岩
盤
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
下
方
の
湧
泉
の
附
近
の
石
組
も
其
後
か
な
り
い
ぢ
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
分
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
　
　
　
羅
）

j夕



奈
良
同
立
文
化
財
研
究
所
年
報

建
造
物
研
究
室

建

法

室

取

寺

隆

日l』：
H
「

l

先
に
元
興
寺
極
楽一
民
の
解
体
修
理
工
事
に
当
っ
て 、

奈
良
県
教
育
委
員
会
に
協

力
し
て
調
査
を
行
い 、

そ
の
結
果
は
学
報
第
4
「
奈
良
時
代
僧一
房
の
研
究
」

と
し

て
報
告
し
た
が 、

今
回
同
じ
く
僧
の
住
い
で
あ
る
法
隆
寺
東
室
が
解
体
修
理
さ
れ

る
機
会
に 、

再
び
県
教
育
委
員
会
と
協
同
し
て
調
査
を
行
な
っ
た 。

工
事
は
最
近

よ
う
や
く
再
建
組
立
に
か
か
っ
た
処
で 、

現
在
な
お
調
査
の
結
果
を
検
討
中
で
あ

っ
て 、

詳
細
は
後
日
工
事
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
が 、

こ
こ
で
は

そ
の
概
要
を
報
告
し
て
お
き
た
い

。

東
宝
は一
式
う
ま
で
も
な
く 、

い
わ
ゆ
る一一一
而
僧一
肢
の
一
つ
で 、

天
平
の
資
財
帳

に
あ
る
僧一
見
川
口
の
中
の
一

つ
、

長
一川
尺
・

広
お
尺
と
あ
る
も
の
に
当
る
ら
し
く 、

南
北
に
細
長
い
切
妻
造
り
の
建
物
で
あ
る
Q

そ
の
沿
平
に
つ
い
て
は 、

別
当
記
に

よ
れ
ば
ロ
世
紀
の
初
頭
一

た
ん
顛
倒
し
て
保
安
2
年
に
再
建
さ
れ 、

そ
の
際
南
端

三一
房
分
を
堂
に
改
め
て
聖
霊
院
と
し
て
い
る 。

そ
の
後
日
世
紀
の
中
頃
寛
元
4
年

（
喜一
五
記） 、

日
世
紀
中
葉、
氷
和
3
年
（
発
見
市川
書）

に
そ
れ
ぞ
れ
修
理
が
行
な
わ
れ 、

下
つ
て
慶
長
年
聞
に
法
隆
寺
内
の
他
の
建
物
と
同
様
相
当
大
規
模
な
修
理
を
受
け

た
。

現
在
見
ら
れ
る
建
物
の
外
観
は
ほ
ぼ
こ
の
時
の
も
の
で 、

さ
ら
に
そ
の
後
建

具 、

内
部
間
取
等
が
何
回
か
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

し
た
が
っ
て
修
理
前

に
は
こ
の
建
物
が
ど
の
程
度
創
建 、

も
し
く
は
保
安
再
建
時
の
面
影
を
伝
え
て
い

る
の
か
全
く
不
明
で
あ
っ
て 、

散
見
さ
れ
た
古
材
JW
或
は
寺
内
の
他
の
建
物
か
ら

20 

の
寄
集
め
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
た
程
で
あ
っ
た 。

調
査
は
困
難
を
極
め
た
が 、

少
し
ず
つ
建
物
の
歴
史
が
解
明
さ
れ
て
行
っ
た 。

ま
ず
軸
部
に
つ
い
て
は
柱
・

桁
・

梁
・

棟
木
・

栴
等
に
創
建
時
の
材
を
残
し
て
い

る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
当
時
の
構
造
の
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
た 。

す
な
わ

ち
軸
部
は
斗
扶
を
用
い
ず 、

丸
柱
頂
に
直
接
幅
広
の
桁
を
の
せ 、

桁
上
に
相
欠
に

ツ
ナ

ギ

し
た
大
梁
（
身
舎）

及
び
繋
梁
（
庇）
で
梁
行
を
つ
な
ぎ 、
一

軒
の
丸
程
を
か
け
た
簡

明
な
も
の
で
あ
る 。

古
い
形
式
を
伝
え
る
神
社
建
築
や 、

古
文
主同
等
で
知
ら
れ
る

奈
良
時
代
の
住
宅
の
構
造
形
式
が
こ
れ
と
全
く
等
し
い
の
は
す
ぐ
気
付
く
こ
と
で 、

法
隆
寺
の
よ
う
な
大
寺
の
伽
藍
内
で
も
僧
房
に
は
堂
・

塔
と
異
っ
た 、

か
よ
う
な

手
法
が
行
な
わ
れ
て
い
る
点
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

と
こ
ろ
で
僧
房
と
し
て
の
特
別
な
構
法
は
そ
の
間
取
に
関
連
し
て
棟
通
り
の
柱

及
び
大
梁
の
配
置
に
あ
る 。

普
通
の
堂
な
ら
ば
椋
通
り
の
柱
は
両
端
の
妻
に
だ
け

あ
っ
て 、

内
部
に
は
建
た
な
い
の
で
あ
る
が 、

こ
の
場
合
に
は
一

間
お
き
に
入
る
。

そ
し
て
大
梁
も
中
柱
の
あ
る
上
に
か
か
る
の
は
陸
梁
で 、

中
柱
の
な
い
と
こ
ろ
に

虹
梁
が
配
さ
れ 、

陸
梁
の
上
は
サ
ス
組 、

虹
梁
上
は
京
で
棟
木
を
支
え
る
構
造
で

あ
る 。

桁
行
の
柱
間
寸
尺
は
不
同
が
あ
る
が 、

大
休
日
尺
程 、

身
舎
の
梁
聞
は
約

加
尺
で
あ
る
か
ら 、

上
の
よ
う
に
柱
・

梁
を
配
置
す
る
と
約
方
羽
尺
の
部
屋
が
と

れ 、

そ
れ
に
前
後
の
庇
（
梁
間
約
一ω
尺）

が
つ
い
た
も
の
が
一

単
位
に
な
る 。

即
ち



法

隆

寺

東

室

間

取

復

原

図

創

拍担

当

初

剛川

伸山山

台リ

＠ 問問

肋叫

科パリ

保

安
－
一

年

向

越

後

官比
一
応

四

平

修

埋

後

水

和

一

年

修

剤

後

法

院
じ
ナ

点

室
hリ

間

収

元

興

寺

極

楽

房

間

取

復

原

図

創

建

当

初

鎌

什

時

代

初

期

ぃ叫

建

後

法

隆

寺

西

室

間

取

復

原

因

覧

喜

一一

年

再

処

後

桁
行
の
柱
間
二
間
（
桁
行
約
却
尺・
梁
間
幻
尺）

が

二
房
分
で 、

こ
の

こ
と
は
古
今
目
録
抄
に
つ
東
室
ハ

九
房
ナ
リ
・

一

房
三
一
間
宛サ

リ
」

と
あ
る
に
和
抗
す
る
が 、

そ
れ
が
大
梁 、

小
屋
組
に
ま
で
現
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る υ

こ
の
単
位一
民
が
連
続
し
て
並
ん
で
細
一長
い
建

物
を
形
造
る
わ
け
で
あ
る υ

な
お
方
却
尺
の
身
舎
に
は
梁
上
に
天

井
を
張
っ
て 、

住
居
ら
し
さ
を
現
わ
し
て
い
る
が 、

庇
は
桂
をリ
て

の
ま
ま
見
せ
て
い
る u

次
に
間
取
の
細
部
の
判例
主
に
か
か
っ
た
が 、

乙
こ
で
は
前
記
の

構
造
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
の
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た

。

と
い・
ソ
の

は 、

①
間
仕
切
が
少
い
処
で
4
回 、

多
い
処
で
は
8
回
位
変
更
さ

れ
て 、

そ
れ
ら
の
痕
跡
が
重
な
り

合
っ
て
い
る 。

②
永
和
・

慶
長

の
改
修
に
当
っ
て
抗
を
通
し
た
り 、

引
違
戸
を
用
い
た
処
で
は －
ド

当
り
の
た
め
に
丸
柱
而
を
削
っ
て
角
柱
に
し
た
り
し
て 、

旧
痕
跡

僧房の間以変造比較l司

を
失
っ
た
部
分
が
多
い

。

③
残
存
し
て
い
る
間
仕
切
痕
跡
で
も
普

通
の
堂
の
よ
う

に
全
体
に
ま
と
ま
っ
た
仕
事
で
は
な
く 、

各一
民 、

或
は
各
間
単
位
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め 、

時
代
の
判
別
が
困
難
で

あ
る 。

④
細
部
に
つ
い
て
も 、

例
え
ば
創
建
当
初
の ．
戸
口
は
長
押

を
用
い
な
い
た
め
柱
に
何
等
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
方
式
で
あ
っ
た

り 、

当
初
の
壁
と

保
安
の
壁
と
が
非
常
に
よ
く

似
て
い
た
り
し
た
U

⑤
更
に
問
題
は
こ
れ
等
の
柱
の
組
合
せ
で
あ
る 。

柱
は
勿
論
全
部

残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く 、

当
初
の
も
の
は
約
比

組
で 、

而
も

こ
れ
と
て
も
数
回
に
わ
た
る
改
修
で 、

旧
位
置
か
ら
動
か
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
い

。

前
述
し
た
よ
う

に
創
建
時
に
は
一

応
整
っ
た

21 
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と
し
て
も
、
後
世
各
房
夫
々
に
間
仕
切
の
変
更
が
あ
る
の
で
、
僧
房
全
体
と
し
て

の
間
取
の
変
遷
を
追
う
に
は
資
料
の
絶
対
数
が
不
足
で
あ
り
、
適
当
に
組
合
せ
て

考
え
る
と
、
復
原
さ
れ
た
間
取
は
確
実
性
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
等
々
の
悪
条

件
が
積
み
重
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
割
合
残
存
状
態
の
良
い
北
か
ら
二

及
び
三
房
に
主
力
を
注
ぎ
、
創
建
以
来
勁
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
柱
を
中
心
に

調
査
す
る
こ
と
三
ク
月
余
り
、
よ
う
や
く
復
原
し
得
だ
の
が
図
に
示
す
如
き
間
取

の
変
遷
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
東
室
内
の
一
部
の
房
に
っ
い
て
の
復
原
で

あ
る
が
、
他
の
部
分
も
少
く
と
も
外
観
は
こ
れ
と
同
形
式
で
あ
る
こ
と
が
た
し
か

め
ら
れ
る
の
で
、
標
準
的
な
も
の
と
し
て
誤
り
は
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
創
建
時
の
も
の
に
っ
い
て
ぱ
、
一
房
が
柱
問
二
間
か
ら
成
立

つ
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
そ
こ
に
は
厚
い
壁
が
き
て
完
全
に
隣
の
房
と
遮
断
さ

れ
る
。
中
央
の
身
舎
は
前
後
を
壁
と
戸
口
で
囲
ま
れ
て
畳
2
0
帖
敷
程
の
広
間
と
な

る
。
廻
廊
に
面
し
た
方
の
前
庇
は
開
放
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
空
間
と
な
り
背

面
の
庇
に
は
小
部
屋
が
作
ら
れ
て
い
る
。
床
を
張
っ
た
痕
跡
は
な
く
、
土
聞
か
、

こ
ろ
ば
し
根
太
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
次
に
保
安
再
建
に
当
弓
て
大
き

な
変
化
が
あ
っ
た
の
は
、
元
の
一
房
を
棟
通
り
で
仕
切
っ
て
二
房
に
分
け
た
こ
と

で
あ
る
。
広
間
の
中
央
に
細
い
小
柱
を
立
て
、
こ
牡
を
中
心
に
小
部
屋
を
作
り
、

元
の
背
面
の
小
部
屋
の
あ
る
構
を
正
面
に
も
も
っ
て
き
た
。
こ
の
際
に
床
を
張
り
、

上
下
長
押
を
用
い
て
外
観
を
整
え
て
い
る
。
‐
‐
１
寛
元
」
の
平
面
が
保
安
の
改
造
で

あ
る
こ
と
は
図
を
見
て
い
た
だ
け
ば
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
永
和
」
に
は
、
外

観
を
寛
喜
３
年
に
再
建
さ
れ
た
同
じ
法
隆
寺
の
西
堂
に
な
ら
っ
て
、
扉
と
連
子
窓

を
交
互
に
置
い
て
整
備
す
る
こ
と
に
務
め
て
は
い
る
か
、
内
部
関
取
に
は
二
貫
し

た
も
の
は
な
い
。
「
寛
元
」
と
同
様
に
一
房
が
四
っ
の
小
部
屋
か
ら
成
立
つ
も
の

と
、
梁
行
の
二
間
を
通
し
て
細
長
い
部
屋
を
も
っ
た
も
の
と
か
あ
り
、
秘
密
経
蔵

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
物
置
の
部
分
も
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
こ
の
段
階

で
は
僧
房
と
い
え
る
が
、
慶
長
以
降
で
は
集
会
所
と
物
置
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

　
以
上
簡
単
に
述
べ
た
間
取
は
先
の
元
興
寺
の
僧
房
と
比
べ
、
こ
れ
は
二
間
一
房

制
、
か
れ
は
三
間
一
房
制
で
、
一
見
大
き
な
差
が
あ
り
号
り
な
の
に
関
取
の
性
格

は
全
く
等
し
く
、
中
央
で
分
割
さ
れ
て
行
く
変
遷
の
仕
方
や
そ
の
時
期
ま
で
似
て

い
る
点
は
ま
こ
と
に
面
白
い
。
更
に
そ
の
一
端
が
聖
霊
院
、
あ
る
い
は
曼
陀
羅
堂

と
し
て
堂
化
す
る
形
が
、
ひ
と
し
く
平
安
時
代
の
末
頃
に
現
わ
れ
る
こ
と
も
、
僧

房
全
休
と
し
て
の
発
展
を
考
え
る
上
に
見
逃
し
得
な
い
事
柄
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
直
接
こ
の
復
原
と
関
係
な
い
発
見
物
の
中
、
興
味
あ
る
も
の
を
あ
げ
て

お
く
と
、
古
材
の
柱
、
凝
灰
岩
の
礎
石
、
及
び
校
倉
関
係
の
古
材
等
で
あ
る
。
先

に
同
取
の
処
で
は
余
り
繁
雑
に
な
る
の
で
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
創
建
以
来
の
柱
と

思
わ
れ
る
も
の
に
東
室
よ
り
も
更
に
古
い
痕
跡
を
も
っ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
現

在
使
用
さ
牡
て
い
た
凝
灰
岩
の
礎
石
も
円
形
造
り
出
し
を
も
っ
た
立
派
な
も
の
ぺ

こ
の
建
物
以
前
に
一
度
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
柱
と
礎
石
と
が
二
連

の
東
宝
創
建
以
前
の
建
物
の
名
・
残
で
あ
る
と
す
る
と
、
当
然
飛
鳥
時
代
創
立
の
伽

藍
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
そ
の
建
物
の
形
を

推
定
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
校
倉
も
ま
た
大
き
さ
を
定
め
得
な
か
っ
た
。

　
比
較
の
便
穴
い
た
め
に
元
興
寺
僧
房
の
・
間
収
り
変
俎
、
及
び
法
隆
寺
四
室
の
間
収
復
原
図

　
を
示
し
た
。
・
前
者
に
っ
い
て
は
胃
頭
に
記
し
た
学
報
、
及
び
建
築
学
会
研
究
報
告
3
3
号

　
⊇
几
興
寺
北
室
内
。
回
収
の
変
迷
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
九
い
。
後
者
ぱ
今
回
の
調
査
と

　
平
行
し
て
お
こ
な
ヅ
几
む
の
で
、
皇
室
の
永
和
白
平
面
を
考
八
る
に
当
つ
・
て
非
常
に
参
考

　
に
’
ド
ツ
に
。
他
卜
七
の
詳
細
を
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　
（
鈴
木
嘉
吉
）

２２



川原
寺
第一
次
第
二
次
調
五
概
報

ふιT什il’J答

川原寺第三淡調査概要

h
t
 

原Ji! 第 一 悶

築

古

建

考

建造物研究室

歴史研 究 室

（寸；

じ

め

大
和
平
野
土
地
改
良
導
水
路
予
定
地
の
調
査
と
し
て 、

昭
和
白
年
度
に
は
飛
鳥

寺
の
発
掘
を
行
い 、

予
期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
た
が 、

引
き
続
き 、

昭
和
認
年
度

よ
り
3
年
計
画
で
史
跡
川
原
寺
の
調
査
を
行
っ
て
い
る 。

第
一

次
の
調
査
は 、

昭

和
泣
年
日
月
日
日
よ
り
翌
年
2
月
お
日
主
で
伽
束
中
枢
部
南
半
を
対
照
と
し
て
実

施
し 、

第
二
次
は 、

昭
和
お
年
4
月
日
日
よ
り
5

月
凶
日
ま
で
塔
祉
を
調
査
し

た 。
川
原
寺
（
弘
福
寺）

の
創
建
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り 、

今
日
の
所
何
れ
と
も

き
め
難
い

Q

7
世
紀
か
ら
8

世
紀
に
か
け
て
は 、

官
の
大
寺
と
し
て
繁
栄
し 、

9

世
紀
に
入
り 、

弘
法
大
師
入
山
後
真
言
の
一

院
と
な
っ
た c

日
世
記
ご
ろ
に
は 、

寺
は
荒
廃
し
て
諸
方
に
礎
石
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
と
あ
る 。

そ
の
後
草
庵
が
営

ま
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る 。

大
正
6

年 、

現
本
堂
の
前
面
（
南
方）

の
水
田

下
よ
り
多
数
の
礎
石
が
掘
り
出
さ
れ 、
一

部
が
売
却
さ
れ
て
問
題
と
な
り 、

こ
う

し
た
事
情
か
ら
大
正
日
年
3
月 、

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
指
定
地
の
一

部
を
導
水
路
が
通
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
の
で 、

調
査
地
と
し
て
選
ん
だ
も
の
で

あ
る 。

な
お
川
原
寺
の
南
に
接
す
る
大
宇
橘
小
字
北
ノ
門
は 、

導
水
路
墜
道
出
口

予
定
地
と
な
っ
て
い
る
の
で 、

併
せ
て
調
査
を
行
っ
た 。

中

金

堂

現
在
の
本
堂
の
地
に
は
璃
瑞
の
礎
石
と
し
て
著
名
な
白
大
理
石
（
奈
良
県
吉
野

郡
洞
川
産）

の
礎
石
が
並
ん
で
お
り 、

そ
れ
ら
の
配
置
か
ら 、

も
と
正
面
5
問 、

奥
行
4
聞
の
金
堂
が
あ
っ
た
こ
と
が
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た 。

今
回
の
実
測

23 
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中
金
堂
の
西
南
方 、
塔
祉
と
対
称
の

代
目
に
あ
る
水
間
で
は 、
く
にU
4
RSい℃

斗ノ一1J1iFa
lμ

の
調
査
の
際 、
山地
物
の
遺
椛
に
関
述
す

川 11；（キ党 Jl:1＼；立tD:m件1·z1

る
と
考
え
ら
れ
る
行
数
が
検
山
さ
れ
て

し
た

】

今
回
ふ
た
た
び
ミ
の
石
敷
を
発

招
し 、
そ
の
連
り
を
追
跡
し
た
結
県 、

e－
（
メ
νhf口4
91＼、

ι
L
J
A
Jh
～iノ
コ
ド
Au－

－／

」河レ】
21＼円jf一く ‘J

4時斗叶
7
l／
σ

i’
コ
ノ

般
の
K
川州
Lば

も
っ
て
繰
り
て
い
る－
T一
」

均：
平!J
｜リ］

一
れ
般
の
一川
は
約
5
パ 、

ー｜ 、司

そ
の
外
側
に
2
べ
ば
か
り
の
出
が
つ
く

ら
れ
て
い
る い
士
た
十県
内
両
辺
の
中
央

に
いい
階
段
痕
跡
が
遺
存
し
て
い
る ）
什也

陥川一
ヒ

「川
を
甚
だ
し
く
け
ず
ら・ハ 、
他
石

跡Jは
ど
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が 、

�l 

J

可ノ

ドい
＼1L、A
〉
、

ド
グd
b
a
，刀
f
－」

こ
に
南
北
に
納
長

い
辻
物
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る μ

す
べ
て
に
地
覆
の
取
付
痕
跡
が
あ
り 、

法
隆
寺
金
堂
の
よ－
フ
に
身
舎
の
全
体
に
低

の
遺
構
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た υ

規
模
な
ど
か
ら
推
し
て－」
れ
は 、

払y一
相
対
し
て
配
か
れ
た
刊
金
吋一

訓
在』
に
よ
っ
て 、
礎
石
は
す
べ
て
以
位
前
に
先
存
し
て
お
り 、

入
側
列
の
礎
石
の

出

位
置

い
大
き
な
仏
崎一
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た U
ま
た
現
木
堂
の
後

塔

方
で
し
ら
く
い」
清
張 、

；・

i
J
IF
－ －
ニ

側
柱
心
よ
り

某一
培一
縁
主
で
日
尺
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。

lsEM一］ 一l

し
た
が
っ
て
品
川一
全
体
の
六
き
さ
は
い県
川
乃
尺 、
南
北
臼
尺
と
推
定
さ
れ
た
U

中
金
砕か
の
東
南 、
西
金
常一
の
東
に
従
来
川県
WAH
祉
と
推
定
さ
れ
て
い
た
塚
状
の
地



盛
が
あ
る 。

石
が
区
劃
す
る
外
側
に 、

上
而
に
は
口
佃
の
礎
石
が
遺
存
し
て
い
た
が 、

周
囲
を
掘
り

清
掃
し
て
み
る
と
礎

凝
灰
治
切
行
の
敷
石
が
遺
存
し
て
い
た 。

下
げ
た
結
巣 、
一
辺
お
尺
の
壇
上
積
の
基
埴
が
見
出
さ
れ 、

そ
の
外
2

尺
を
隔
て

て
削
2

尺
の
雨
落
溝
が
め
ぐ
っ
て
い
る
U

基
壇
は
東
西
両
側
に
階
段
が
設
け
ら
れ

て
い
る 心
地
覆
に
は
花山間
活
が 、

羽
目
石 、

東
石 、

葛
石
に
は
凝
灰
岩
切
石
が
用

い
ら
れ
て
い
る 。
周
辺
の
土
層
の
堆
積
状
況
そ
の
他
か
ら
上
回
の
礎
石 、

敷
石
と

共
に
基
壇
も
鎌
倉
時
代

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

l－
ー、ery－－
J

a

J
＼
1
J－ ．
f
＼

叫
リ
正
し

午
ぺHK

Hμγ
りI
、

内
外

J
｛
ヘー
川

ソ

υ
汀
叫
A

川ww
まγ

川原，＇j:1-t-J門と南同廊束i!l

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た 。
創
建
時
の
塔

は 、

再
建
に
際
し
て
上

面
を
徹
底
的
に
破
壊
さ

れ
て
い
る
の
で
心
礎
を

除
い
て
は
全
く
判
ら
な

か
っ
た 。
も
と
の
心
礎

は
再
建
時
に
お
か
れ
た

心
礎
の
4

尺
下
に
あ
り 、

ほ
ぼ
不
等
辺
川
角
形
の

平
而
を一
不
し 、

東
西
7

尺、

南
北
6

尺
を
測
る 心

中
央
に
は
径
3
尺
の
浅

い
円
形
の
柱
請
障
を
一

段
つ
く
っ
て
い
る 。
心

第三｜宝！

礎
に
は
舎
利
孔
な
ど
の
施
設
を
全
く
欠
い
て
い
る 。
心
礎
南
辺
中
央
部
よ
り

約
8

寸
南

で 、

心
礎
上
面
と
高
さ
の
均
し
い
位
置
か
ら
銀
銭
の
半
欠
1

個
と
金
銅
製
円

板
2

枚
が
検
出
さ
れ
た 。
前
者
は
滋
賀
県
崇
福
寺
心
礎
出
土
の
舎
利
に
伴
っ
た
銀

銭
と
同
型
同
大
で
中
央
に
小
方
孔
を
穿
っ
て
い
る 。
金
銅
板
も
径
8
ば
か
り
の
貨

幣
状
の
も
の
で
あ
る
が
中
央
に
孔
は
み
ら
れ
な
い 。

塔
の
構
築
に
際
し
て
は
基
培一
の
範
囲
を
掘
り
凹
め 、
－」

れ
に
粘
土
を
た
た
き
し

め
て
壇
を
盛
り

上
げ
た 。
そ
し
て
ふ
た
た
び
そ
の
中
央
部
に
心
礎
を
入
れ
る
坑
を

西
方
か
ら
堀
り 、

そ
の

上
回
を
当
時
の
地
表
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
し
て

心
礎
を
据
え
つ
け 、

心

柱
を
立
て
た
後 、
こ
の

坑
を
埋
め
て
い
る
と
い

う
状
況
が
窺
わ
れ
る 。

創
建
時
の
礎
石
は
再
建

に
あ
た
っ
て 、

基
壇
周

辺
に
坑
を
ほ
っ
て
こ
れ

に
落
し

込
ん
で
い
た υ

寸」・H勺

f''J 

90の

尺南現
北1�0布
に 尺 の
中 、 川
門県原
祉道寺
が よ 本
発 り 坑

川IJ；（与r'_Li金堂11_!.iJじr:p；と｜出ド11出出L'L!UI
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奈
良
閃
立
文
化
財
研
究
所
年
報

て
い
る

υ

こ
の
回
廊
が
中
金
堂
に
取
付
く
か、

114企�：�と壬 ..，＇） ，，·..，う1i'1\

見
さ
れ
た
Q

礎
石
は
全
く

な
く、
基
壇
も
殆
ん
ど
削

ら
れ
て、
幅
4

尺
の
雨
落

石
敷
に
よ
っ
て
そ
の
規
模

を
知
り
得
た
に
止
主
っ
た。

間
口
必
尺、
奥
行
犯
尺
で、

痕
跡
か
ら
基一
培一
ま
わ
り
に

凝
灰
岩
の
化
粧
を
施
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る。
極

々
の
状
況
を
綜
合
し
て
中

門
は
3
間
2

聞
の
建
物
で

あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る。

加工i.l
＇

�I

」＇－－

/'\ 

！出

回

中
門
の
東
西
両
協
か
ら

東
西
に
連
り、
拭日
と
西
金

堂・
を
か
こ
ん
で
北
に
続
い

講
企
に
取
付
い
て
い
た
か
は、
第

：一
次
の
調
査
を
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い。
中
門
に
と
り
つ
い
て
い
る
南
回
廊
は、
大

正
6
年
の
調
査
の
時
に
そ
の
存
在
が
確
め
ら
れ
て
い
た
が、
今
回
中
門
の
東
側
を

PO

発
刷
し、
南
北
幻
円八、
東
西
川
尺
の
基
壇
に
桁
行、
梁
行
と
も
に
Z
尺
の
日
個
の

司自ム

礎
石
列
を
検
出
し
た。
東
回
廊
は
甫
の
角
か
ら
塔
の
東
側
ま
で
を
掘
っ
た
が、
南

回
廊
同
慌
の
桁
行、
梁
行
で
あ
る
こ
と
を
確
め
た。
し
か
し
ミ
の
部
分
の
破
壊
は

徹
底
的
に
な
さ
れ
て
い
て
現
存
す
る
礎
石
は
3
個
に
す
ぎ
な
い。
西
国
廊
は
大
正

日
年
の
調
査
で
礎
石
列
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が、
西
金
堂
と
の
関
連
を
確
め
る
た

め
に
発
掘
し
た。
そ
の
結
果
西
金
堂
祉
西
の
角
よ
り
お
尺
西
に
地
覆
座
っ
き
の
回

廊
礎
石
と、
そ
れ
に
連
続
し
て
扉
軸
受
を
も
っ
白川
居
敷
の
石
が
そ
れ
ぞ
れ
2

組
南

北
に
並
び、
東
に
ロ
尺
ば
か
り
並
行
し
て
方
形
柱
座
の
あ
る
礎
石
列
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た。
F」
の
ミ
と
か
ら
西
回
廊
の
こ
の
位
置
（
中
金
堂
前
面
の
西
側〉
に

回
廊
か
ら
外
に
聞
く
川
が
設
け
ら
れ
て
い
た
F」
と
が
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た。

回
廊
の
内
庭
側
に
は、
柱
心
か
ら
約
5

尺
で
凝
灰
岩
切
石
を
用
い
た
基
壇
と、
玉

石
を
敷
き
並
べ
た
同
落
滞
が
良
く
残
っ
て
お
り、
外
側
基
培
は
玉
石
積
の
簡
単
な

も
の
で
あ
る。
な
お
伽
藍
中
軸
線
よ
り
外
側
柱
列
ま
で
印
尺、
西
金
堂
お
よ
び
塔

の
中
心
ま
で
白
尺
で
あ
る
Q

以
上
の
中
金
堂、
西
金
堂、
塔、
中
門、
回
廊
は
限

災
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る。
建
久
2

年
の
火
災
の
記
事
が
こ
れ
に
当
る
も
の
と
思

わ
れ
る。
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I

現
十代
川
以
士一リ
の
南
方
を
京
西
に
走
る
県
道
は、
明
治
末
年
川
原
寺
の
往
年
の
築

士
珂4

の線
に
沿
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る。
こ
れ
と、
現
本
堂
へ
の
参

道
の
交
点
附
近
か、り
立
派
な
造
り
出
し
の
あ
る
礎
石
が
出
土
し、
鳴
る
も
の
は
売

却
さ
れ、
あ
る
も
の
は
橘
寺
に
運
び
こ
ま
れ
て
い
る。
今
回
の
調
査
の
結
果、
こ
F」

に
間
口
羽
尺、
奥
行
却
尺
の
八
脚
門
祉
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
が
出
土
し、
北
辺
丙
側

に
遣
い仔
す
る
2

佃
の
礎
石
が
検
出
さ
れ
た。
位
mm
か
ら
凡
て、
こ’μ
が
川
原
寺
南

門
社
じ
あ
た
る
乙
と
は
疑
な
い。
南
門
の
南
正
面
に
は
幅
叩
尺
の
石
敷
参
道
が
南

に
走
り、
南
方
の
橘
寺
よ
り
を
東
商
に
走
る
古
道
（
羽
山
口
収
m
に
たっ
J」
い一川口）



か
ら、

川
原
寺
に
参
諮
問
来
る
よ－
ソ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た 。

伽
藍
創
建
前
の
遺
構

各
建
物
の
実
測
終
了
後 、

地
層
の
検
討
に
当
っ
て
西
金
唯一
の
丙
南
隅
の
下
回
か

ら
東
西
約
却
尺
に
南
北
約
日
尺
の
短
形
の
石
敷
が
凡
出
さ
れ 、

こ
の
東
辺
か
ら
2

本
の
溝
が
束
に
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 心

南
側
の
溝
は
東
に
進
ん
で
中
門
北

辺
の
中
央
ま
で
連
な
り 、

こ
こ
で
破
壊
さ
れ
て
い
た υ

北
側
の
溝
は
束
に
辺
尺
行

っ
て
東
北
に
曲
折
し 、

更
に
同
尺
ば
か
り

続
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た 。
－」

の

滞
は
内
側
が

川
尺
ば
か
り
の
暗
渠
で 、
玉
石
を
積
ん
で
築
か
れ
て
お
り 、
ほ
ぼ
却
一八

お
き
に
6

尺
ば
か
り
の
長
さ
の
問
渠
の
部
分
が
設
け
ら
れ
て
い
る υ

こ
の
溝
中
で 、

下
駄 、

櫛
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
Q

溝
は
西
金
堂
の
建
設
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら 、

こ
れ
が
川
原
寺
創
建
時
以
前
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
は
附
白
で
あ
る
U

と
こ
ろ
が 、

こ
の
溝
は
埋
土
の
中
に
築
か
れ
て
い
る 。

そ
し
て－」
の
担
土
の一
卜

に

は
油 、
あ
る
い
は
沼
に
堆
積
し
た
と
忠
わ
れ
る
青
色
粘
土
が
あ
り 、’」
の
泥
土
巾
に

木
片
や

向質
土
器 、

土
師
器
が
包
含
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
青
色
粘
土
の
堆
積
は
今

回
の
調
査
地
域
の
う
ち 、

南
門
祉
以
北
の
全
域
に
わ
た
る
広
範
囲
な
も
の
で
あ

る u

泥
土
中
に
は
飛
鳥
時
代
の
陶
質
土
器
や
土
師
器
が
合
ま
れ
て
い
る
の
で 、

こ

の
上
に
埋
土
を
置
い
た
の
は
飛
鳥
時
代
末
あ
る
い
は 、

そ
の
直
後
の
時
期
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る 。

し
か
も
埋
立
地
に
築
か
れ
た
砕
を
伴－
フ

遺
構
が 、

川
以
寺
の

例
建
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、

大
規
模
な
埋
立
と 、

そ
の
上

に
築
か
れ
た
遺
構
は
伝
え
ら
れ
る
川
原
宮
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
峰

川
川
寺
山
一

次
泊
三
次
調
査
概
報

／し

4前

「う

川
原
寺
南
川
よ
り

南
約
m

尺
に 、

川
原
寺
伽
藍
南
北
軸
線
上
に
一
致
し
て
橘
寺

北
門
祉
が
見
出
さ
れ
た
Q

こ
れ
は
川
原
寺
と
橘
寺
の
聞
を
東
西
に
走
る
古
道
に
南

接
し
た
山尾
上
に
あ
る
Q

調
査
の
結
果 、

間
n
3
間
お
尺 、

側
同
2
間
U
尺
の
八
脚

門
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
Q

南
側
に
は
雨
落
溝
が

北

川！日寺削.muトワムL .組出六｜当
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の
よ
う
な
門
と
築

地
の
存
在
に
北
川

祉
よ
り 、

橘
寺
の

北
限

が
確
か
め
ら

れ
た
こ
と
は
寺

地

の
範
囲
を
確
認
し

た
点
で
注
目
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い 。

こ
の
北
川
祉
と
築
地
跡
は
共
に
鎌
倉
時
代
再
建
の
も
の
の
遺

跡

で 、

こ
の
北
門
祉

の
下
に
は
よ
り
古
い
門
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た。

そ
の
礎
石
は
鎌
倉
の

再
建
の
際
す
べ
て
取
除
か
れ
て
い
る
が、

南
辺
と
西
辺
で
確
め
た
結
果 、

古
い
門

の
基
壇
の
方

が
約
1

尺
大
き
か
っ
た戸」
と

が
知
ら
れ
た 。

鎌
倉
再
建
前
の
築
地
も

後
の
も
の
と
同
じ

位
置
で
重
っ
て
い
た
Q

古
い
方
の
門

が
建
て
ら
れ
た
時
期
の
上

ぷ
山
川じ仏
ケ人
工
叶
肝
U
L

H

ド
噌

’
J
1
id

i－
－

←
a
，

41 1

lbz
Tt
F
’

j
i
l
，hJ

弐
寸

喚

一円

、、
J
h

阪
を
知
る
千
掛
り

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が 、

遣
っ
て
お
り 、

東

西
両
辺
で

は
中
心

円JHl
 

迫 ら築部！幅部
跡東地が 5 に
し へ

跡

検尺取
た100は 出 の り
が尺北 さ 築付

ほ1'9 Jt, :I:也し、
ど かた基た

トし」人トJ

－－、橘mヒ［Zl

で
は
あ
り
え
な
い ο

少
く
と
も
平
安
後
期
を
降
る
も
の

一

O 、

遺
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物

川
原
寺
出
土
遺
物
は 、

武円
や
滞
で
ふ
れ
たJU
の
以
外
は
瓦
が
大
部
分
で 、

他
に

若
干
の
金
銅
金
具 、

土
師
質
燈
附
皿 、

瓦
山一付
片 、

附
依
器
片 、

釘
た
ど
が
あ
げ
ら

れ
る 。

’” 
、』ーー

瓦
は
八
実
複
弁
蓮
華
文
の
外
縁
に
阿
違
い
鋸
嗣
文
を
繰
ら
し
た
軒
丸
瓦
と 、

れ
と
対
に
な
る
四
重
弧
文
軒
平
瓦
が
最
も
多
く

見
出
さ
れ 、

こ
の
一
対
が
創
建
当

初
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る リ

そ
の
他
に
各
地
点
か
ら
平
安
前
期
か
ら

中
期
末
に
か
け
て
の
数
種
の
瓦

が
出
土
し
て
い
て 、

伽
藍

が
そ
の
頃
主
で
も
創
建

時
の
規
模
を
保
持
し
て
い
た－」
と
が
わ
か
る υ

悠
久
2

年
に
縦
災
し
て
後 、

中
金

堂 、

塔
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ら
の
遺
跡
附
近
で
多
量
の
鎌
合
時
代
の
瓦
が

出
土
す
る
こ
と
か
ら

知
ら
れ
る 。

さ
ら
に
出
土
瓦
の
様
式
に
よ
っ
て 、
政円
は
安
川

時
代
ま
で
も
存
続
し
江
戸
時
代
初
期
以
前
に
焼
失
し
た
こ
と
を
推
定
す
る
こ
と
が

出
来
る

Q

中
門 、

南
門
も
鎌
倉
以
後
に
再
建
さ
れ 、

江
戸
ま
で
も
小
規
模
な
が
ら

存
し
た
も
の
ら
し
い 。

東
回
廊
の
南
端
で
は 、

従
来
橘
寺
で
多
く
出
土
し
て
い
る
埠
仏
と
同
地
の
埼
仏

破
片

が
1

個
検
出
さ
れ
た 。

橘
寺
北
門
社
で

は、

鎌
倉 、

室
町
の
瓦

が
多
く
出
土
し
て
こ
の
門

が
鎌
倉
に
再

建
さ
れ 、

室
町
時
代
中
頃
に
戦
乱
で
焼
失
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
U

下
層
の
古

い
門

は
平
安
後
期
の
瓦

が
明
瞭
に
み
ら
れ
る
他
に
は 、

複
弁
の
奈
良
時
代
ま
で
遡 、】国

り
得
る
軒
丸
五
片

が
2

個
み
ら
れ
た
程
度
で 、

そ
の
上
限
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
っ
た 。

（
即
日汁

仙
川）



歴
史
研
究
室
　
古
文
書

興
福
寺
蔵
「
興
福
寺
維
摩
会
料
当
国
不
足
米
餅
等
定
案
」
紙
背
文
書

「
興
福
寺
維
摩
会
料
当
国
不
足
米
餅
等
定
案
」
の
体
裁
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
袋

綴
、
寸
法
３
０
　
Ｘ
　
２
９
ｃ
ｍ
料
紙
精
紙
、
（
反
古
裏
）
、
紙
数
1
5
枚
（
本
紙
の
み
、
表
紙

別
）
、
表
紙
後
補
、
（
「
興
福
寺
印
」
の
方
朱
印
あ
り
）
。
本
書
の
内
容
は
興
福
寺
領

か
ら
差
出
す
べ
き
維
摩
会
料
米
餅
等
の
員
数
を
各
庄
園
別
に
宍
上
げ
る
と
共
に
、

そ
の
収
納
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
三
大
会
」
の
一
つ
た

る
興
福
寺
維
摩
会
の
費
用
等
の
徴
集
方
法
の
一
端
が
知
ら
れ
る
の
み
で
な
く
、
一

種
の
興
福
寺
領
庄
園
目
録
と
し
て
七
役
立
て
得
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
書
か
れ

た
の
は
次
の
奥
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
弘
安
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
う
弘
安
八
年
五
月
廿
目
書
写
之
畢
、
以
閤
忍
之
本
令
交
合
剔
伝
之
本
、
被
食
虫
之

　
故
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
維
　
那
（
花
押
ヒ

し
か
し
本
書
の
内
容
は
、
右
の
奥
書
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
弘
安
八
年
よ
り

か
な
り
以
前
の
状
態
を
示
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
文
の
終
り
に
は
「
自
和
銅

七
年
至
正
治
二
年
四
百
八
十
五
年
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
・
、
木
書
の
底
本
が
書
か

れ
た
の
は
少
く
と
も
こ
の
正
治
二
年
（
に
邑
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
叉
本
文
中
に

も
姓
久
五
年
｛
｝
回
）
、
同
六
年
三
岳
の
こ
と
白
記
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

従
っ
て
本
書
の
底
本
が
成
立
し
た
の
は
娃
久
六
年
乃
至
正
治
二
年
の
間
で
、
こ
の

内
容
も
そ
の
頃
の
状
態
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
本
書
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。
紙
背
文
太
８
通
の
中
で
、
年
月
日

　
　
　
　
　
　
「
興
福
示
組
摩
公
料
当
旧
不
足
米
併
等
定
案
」
紙
背
文
書

の
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
第
十
一
紙
の
弘
安
六
年
三
月
廿
五
目
秋
季
御
八
講
進
物

送
状
一
通
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
の
書
写
佳
明
述
の
如
く
弘
安
八
年
五
月
廿

日
で
あ
る
か
ら
、
紙
背
文
書
の
年
代
は
当
然
そ
れ
以
前
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

恐
ら
く
は
弘
安
年
間
乃
至
そ
れ
を
若
干
湖
る
位
の
年
代
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る

こ
ノ　

第
一
、
二
、
三
、
十
五
紙
の
四
通
は
博
突
の
一
種
「
四
一
半
」
に
関
す
る
文
書

で
あ
る
。
中
で
も
特
に
第
二
、
三
、
十
五
紙
の
三
通
は
囮
二
半
に
際
し
て
の
借
銭

の
催
促
に
関
す
る
相
論
文
書
で
、
訴
訟
と
し
て
は
雑
務
沙
汰
に
属
す
る
七
の
で
あ

る
。
こ
の
訴
訟
は
興
福
寺
に
於
て
裁
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
鎌
倉
幕
府

の
も
の
は
も
と
よ
り
、
他
の
機
関
に
お
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
鎌
倉
時
代
の
雑

務
沙
汰
関
係
文
書
は
他
の
訴
訟
関
係
文
書
（
所
務
沙
汰
、
検
断
沙
汰
）
と
は
異
り
、

歿
存
例
は
極
め
て
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
れ
等
は
数
少
い
雑
務
沙

汰
関
係
文
書
の
Ｉ
っ
と
し
て
重
要
な
史
料
八
百
え
よ
う
。
第
一
紙
は
叉
二
乗
院
漆

工
の
座
に
関
す
る
文
書
で
も
あ
る
。
第
二
、
三
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
同
宿
之
上
、

依
為
一
和
尚
触
遣
子
細
之
処
」
、
「
同
宿
上
、
依
為
当
山
一
和
上
、
以
書
状
度
々
触

遣
子
細
之
処
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
寺
院
内
部
の
組
織
を
知
る
上
に
一
つ

の
手
懸
り
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
等
は
第
十
五
紙
の
文
書
と
共
に
、

当
時
の
僧
侶
の
生
活
の
一
面
を
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
叉
第
十

四
紙
は
為
替
の
史
料
で
あ
る
。

印



　
　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
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所
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本
書
は
本
文
、
紙
背
文
書
共
に
興
味
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
か

ら
紹
介
す
る
の
に
紙
背
文
宍
に
止
め
、
表
の
本
文
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
　
中
　
　
稔
）

　
○
　
紙
背
文
書

（
第
一
紙
）
　
一
乗
院
家
新
座
漆
工
影
宗
言
上
状
（
折
紙
）

二
来
院
家
新
座
漆
工
影
宗
謹
言
上

　
為
衆
徒
御
沙
汰
就
四
一
半
打
灘
坊
等
御
沙
汰
影
宗
罷
入
落
書
擬
蒙
御
罪
科
無

　
跡
形
難
堆
上
者
被
止
理
不
尽
御
沙
汰
於
　
院
家
御
沙
汰
欲
被
径
御
礼
定
愁
事

件
子
細
者
咋
目
旦
（
目
為
衆
徒
御
沙
汰
就
落
宍
四
二
半
打
等
乃
有
御
沙
汰
然
而

影
宗
罷
入
彼
落
宵
言
就
之
衆
徒
六
仁
擬
蒙
釧
罪
科
之
間
為
　
院
家
寄
人
之
由

就
令
中
．
人
暫
被
止
当
座
御
沙
汰
獣
然
而
猶
可
有
御
罪
科
之
由
承
之
条
無
術
次
第

也
於
影
宗
者
都
以
不
仕
之
且
如
此
勝
負
事
身
独
志
天
非
仕
事
所
対
之
仁
在
之
然

者
縦
雖
評
申
上
之
実
仁
仁
之
者
更
不
可
有
共
隠
者
獣
而
於
此
道
者
一
期
不
存
知

子
細
之
処
Ｊ
　
　
　
Ｉ
一
ロ
ロ
今
始
天
罷
入
彼
】
　
　
　
Ｉ

（
中
欠
）
（
以
ド
ド
段
）

一
宅
者
依
下
人
恒
病
旁
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
所
他
人
之
許
仁
僅

一
　
－
　

等
露
顕
也
つ
Ｉ
‘
」
　
　
　
　
　
一
哉
早
仰
　
高
察

者
躯
ニ
　
　
ー
　
　
　
‐
‐
次
第
也
者
早
為
被
経
に
Ｉ
－
１
し
副
起
請
文
恐
々
勒
于

状
粗
Γ
―
一
件

（
第
二
紙
）
　
覚
能
重
言
上
状
（
折
紙
）

覚
能
重
謹
言
に

-

　
欲
旱
被
停
止
実
豪
無
道
謀
計
罷
蒙
安
堵
　
御
成
敗
事

夫
子
細
先
度
言
土
事
旧
畢
抑
彼
陳
状
云
覚
能
於
中
川
打
四
一
半
之
時
取
実
豪
下

人
徳
寿
太
郎
借
銭
打
入
之
畢
云
々
先
覚
能
打
四
一
半
云
事
無
跡
形
無
実
也
此
条

尤
可
出
中
証
拠
証
人
若
有
帯
意
趣
之
仁
於
令
申
付
無
実
者
旱
被
統
明
速
可
被
行

奏
事
不
実
之
罪
科
者
也
次
徳
寿
太
郎
借
銭
打
入
之
云
々
此
叉
前
後
相
違
申
状
也

所
詮
何
皆
以
謀
計
之
企
故
如
此
相
違
欺
只
今
非
正
旨
　
次
同
宿
之
上
依
為
一
和

尚
触
遣
子
細
之
処
令
存
知
子
細
獣
之
間
不
及
二
百
返
答
等
云
々
付
触
遺
実
豪
即

一
和
尚
相
尋
子
細
於
受
能
之
処
覚
能
返
答
仕
云
一
向
之
無
実
也
私
問
答
不
事
行

之
上
者
早
企
回
上
子
細
』
院
家
可
仰
　
上
裁
之
旨
返
答
之
問
一

　
　
（
中
欠
）
（
以
下
下
段
）

り
Ｉ
及
大
落
言
目
覚
能
博
突
一
り
　
ー
－

叉
存
外
う
　
ー
－
。
　
　
　
　
　
一
落
書
之
時
者
一

｜

ｊ

－
｛

一
之
云
々
此

読
落
書
聞
之
Ｔ
－
○
’
　
コ
突
之
落
書
不
聞
之
此
条
口
”
口
口
者

山
門
有
　
御
尋
所
一
―
一
隠
若
有
帯
意
趣
之
輩
不
口
口
口
口
口
科
為
損

人
淀
能
博
突
落
書
］
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｚ
由
令
中
之
輩
在
之
者
一
　
　
　
　
　
一
丼
鉢

者
也
不
余
者
胸
臆
一
　
　
　
　
　
一
之
次
第
也
若
博
突
之
由
令
一
―
一
令

出
来
者
対
于
件
仁
速
可
口
口
口
口
一
無
実
之
条
露
顕
之
時
者
早
』
件
仁

於
重
科
者
也
不
然
者
向
一
－
一
不
可
有
尽
期
者
早
被
経
ド
レ
ｏ
川
】
御
沙

汰
欲
被
紅
明
謀
計
之
有
無
口
口
日
口
】
謹
言
上
如
件

（
第
三
紙
）
　
寺
僧
実
豪
陳
状
（
折
紙
）

寺
僧
実
豪
弁
申

　
中
川
住
侶
党
且

即



件
覚
能
於
中
川
打
㈲
」
半
之
時
取
実
豪
下
人
徳
寿
太
郎
借
銭
打
入
之
畢
則
任
借

書
之
旨
面
面
鎗
令
催
促
性
銭
於
眉
以
不
致
弁
之
間
同
宿
上
依
為
当
山
一
和
上
以

書
状
度
々
触
遣
子
釧
之
処
令
存
知
子
細
獣
之
聞
不
及
二
百
返
答
随
無
教
訓
之
儀

瞰
爰
徳
寿
太
郎
不
慮
令
死
去
畢
彼
子
息
等
款
申
之
間
執
沙
汰
之
処
所
従
卜
郎
匹

事
不
存
知
者
也
然
者
散
々
申
状
謀
計
故
獣
凡
本
人
死
去
之
後
寄
事
於
謀
計
如
此

令
申
軟
升
処
疑
就
巾
川
諭
之
法
以
証
文
為
先
償
借
物
者
世
上
法
也
何
乍
為
ふ
才

可
令
遁
避
哉
猛
惑
至
也
次
宗
ロ
ー
　
　
ー
’
　
　
一
ロ
ロ
実
豪
（
自
本
Ｏ
Ｉ

一一

（
中
欠
∇
づ
以
ド
ド
段
）

’
ド
ー
り
言
卜
余
通
亦
之
　
口
年
預
口
口
口
口
】
封
人
令
取
置
之
畢
有
御
手

ド
レ
尚
也
費
目
に
・
任
込
作
為
栄
一
　
　
　
　
　
こ
め
披
陳
言
上
如
件

（
第
四
紙
）
　
持
継
宍
状
面
万
二
月
十
日

一
　
　
　
　
　
　
（
前
欠
）

--一

じ
有
縁
之
山
水
及
候
共
外
を
可
被
差
之
由
内
々
可
有
御
中
候
西
南
院
御
事
重

可
被
申
伝
候
者
勝
願
院
へ
可
有
御
申
候
獣
是
（
所
存
之
分
を
申
口
条
々
可
然
之

様
可
有
御
計
候
於
御
上
洛
老
‥
い
か
さ
口
に
も
可
然
候
ぬ
と
存
候
大
輔
法
橋
を
も

御
上
洛
口
時
為
御
談
合
可
進
候
（
大
円
随
仰
候
文
　
御
教
書
七
成
候
奉
行
良
逗

留
候
て
御
沙
汰
候
者
卜
じ
ロ
ニ
（
必
愚
身
も
京
都
へ
可
参
合
候
此
等
之
条
之

計
候
て
皿
御
沙
汰
候
へ
く
候
目
為
■
蒙
仰
口
令
中
候
　
　
抑
且
大
明
神
之
御
領

候
吐
し
御
方
重
恩
仁
代
上
て
心
可
中
伝
之
由
中
候
へ
と
Ｉ
庄
中
候
也
諸
事
期

見
参
之
時
候
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
－
典
陥
勺
維
察
宍
料
当
旧
不
足
米
餅
等
定
案
ド
紙
背
文
令
‥

　
　
二
月
十
日

琳
賢
御
房

（
奥
端
宛
書
）

　
　
　
　
　
（
切
封
）

　
「
　
　
　
「
封
」

　
　
琳
賢
御
房

持
継
（
花
押
）

持
　
継
」

（
第
五
紙
）
　
持
継
書
状
断
簡
（
後
欠
）
（
或
は
第
四
紙
に
続
く
か
）

　
　
　
　
　
常
令
中
候
之
間
口
口
口
中
候
き
恐
入
候
く

重
以
脚
力
令
申
候
就
衆
徒
之
愈
議
状
不
被
成
下
　
殿
下
御
教
書
候
之
間
讃
岐
法

橋
自
京
都
立
返
参
中
候
云
々
此
条
一
庄
歎
申
候
て
　
勝
願
院
殿
御
方
へ
中
上
候

状
案
為
御
意
得
相
副
具
書
令
進
之
候
此
事
無
御
秘
計
候
者
難
入
眼
候
鰍
御
念
々

雖
被
推
察
候
当
庄
存
否
大
略
今
炭
二
候
之
間
不
顧
無
心
如
此
令
申
候
若
未
讃
岐

法
橋
候
者
御
談
合
候
て
乍
恐
相
共
二
可
御
吹
挙
候
之
様
を
計
御
申
候
哉
　
次
十

五
日
以
降
の
御
上
洛
以
前
二
縦
奉
行
雖
関
東
下
向
候
念
御
上
洛
候
て
頭
人
御
方

二
御
参
候
て
口
奉
行
を
可
待
否
（
可
依
傍
例
候
若
奉
行
白
替
候
（

ー
和
田
殿
Ｔ
ｊ
－
―
」
殿
は
ニ
ー
ー
ニ
以
下
欠
）

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

（
第
六
紙
）
　
包
紙

　
（
宛
書
）

　
　
琳
賢
専
当
御
房

Ｉ

（
専
り
）

　
口
口

J7



　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

（
第
七
紙
）
　
泉
木
津
両
木
屋
預
井
木
守
等
串
状
（
九
川
子
二
目
）

い
も
あ
ら
・
ひ
の
を
り
か
夕
ヽ
ち
ん
し
中
て
候
よ
し
承
候
末
だ
牡
へ
も
く
た
し
給
（

ら
す
候
い
か
や
う
に
候
や
ら
ん
大
明
神
七
大
隅
堺
聯
成
就
仕
て
御
悦
と
承
候
付

之
候
て
（
い
そ
き
此
船
お
給
返
ぜ
ら
牡
候
て
浮
橋
波
に
か
よ
候
へ
く
候
此
船
蛤

返
候
い
て
（
大
明
神
御
帰
坐
候
と
七
浮
橋
（
御
玉
決
定
か
け
候
へ
く
候
早
々
御

沙
候
て
い
そ
き
船
を
給
返
し
給
へ
く
候

　
　
　
　
九
月
十
ニ
ロ

　
　
　
（
岑
力
）

川
口
口
当
御
房

泉
木
六
両
木
屋
預
等

　
　
　
井
木
守
等
上

（
第
八
紙
）
　
礼
紙
書

　
　
逐
巾

　
　
　
ぅ
り
二
詣
給
候
了
御
志
之
至
返
く
為
悦
無
頻
候
く
于
今
く
悦
入

　
　
　
候
く
恐
々
謹
百

（
第
九
紙
）
　
礼
紙
書

　
　
追
申

　
　
　
※
月
四
五
口
之
比
叉
御
殿
人
可
給
候
也
恐
々
謹
言

（
第
卜
紙
）
　
入
調
舞
注
文
（
折
紙
）

　
入
岡
舞

　
左
　
　
　
　
右

案
摩
二
舞

団
乱
施

務
　
　
合

万
秋
楽

散
　
　
手

大
平
楽

抜
　
　
頭

古
鳥
莉

進
走
禿

皇
仁
貴
徳
狛
梓
納
疏
利

（
第
十
一
紙
）
　
秋
季
御
八
講
進
物
送
状
（
弘
寮
（
年
一
．
打
卜
．
九
日
）

奉
送
　
　
　
　
秋
季
御
八
講
進
物
事

　
合
三
ナ
五
前
加
上
よ
疋

右
奉
送
如
件

　
　
　
　
弘
安
六
年
三
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
座
法
眼
禅
舜

（
第
十
二
紙
）
　
左
衛
門
尉
某
書
状
（
六
月
廿
三
日
）

御
上
洛
之
時
入
見
参
候
委
細
中
承
候
之
条
悦
存
候
向
後
者
細
々
蒙
仰
可
令
申
候

也
兼
交
成
功
用
途
且
五
十
貫
文
を
用
意
候
五
十
員
文
御
請
取
に
人
夫
あ
い
そ
ゑ

て
可
給
候
其
後
無
御
音
信
候
之
間
態
以
飛
脚
令
申
候
毎
事
期
御
上
洛
之
時
候
恐

々
謹
言

　
　
　
　
六
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
口
口
（
花
押
）

　
　
　
　
琳
賢
御
房

（
第
圭
二
紙
）
　
某
書
状
（
後
欠
）

Ｊβ



一

当
年
長
講
会
米
米
口
口
内
且
二
千
余
疋
運
送
口
由
庄
官
参
巾
候
即
口
進
之
偏
納

所
琳
賢
無
口
違
候
哉
随
御
下
知
可
口
進
済
之
由
仰
合
候
也
所
口
諺
可
究
済
之
山

殊
尋
沙
汰
口
恐
々
謹
言

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
欠
）

－
―

（
第
十
四
紙
）
　
照
蓮
書
状
（
九
１
十
二
口
）

会
米
事
共
後
久
四
五
卜
貫
到
来
候
聞
伝
て
替
銭
こ
可
取
之
由
口
人
／
ｙ
、
候
但
先

々
で
」
り
ば
て
よ
貿
入
夜
々
怖
畏
候
之
由
獄
申
候
誠
共
副
候
明
目
な
と
御
下
向

候
（
即
可
持
下
之
山
可
下
知
候
今
一
両
口
も
延
引
候
（
腿
�
留
守
に
請
之
彼
読

取
な
口
口
御
辺
候
（
可
被
成
返
抄
候
欺
人
々
の
返
答
も
む
つ
か
し
く
候
叉
と
く

手
を
は
な
ち
た
く
候
由
申
候
能
様
可
令
相
計
給
候
恐
々
謹
言

　
　
　
　
九
月
十
二
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
　
　
　
蓮

（
宛
書
欠
力
）

-

宰
ズ
書
造
之
可
口
川
�
一
此
条
先
後
相
違
申
状
也
初
度
者
受
口
口
口
口
於
借
用

ロ
ー
゛
－
－
‘
口
者
十
郎
之
銭
於

（
中
欠
カ
）
　
（
以
下
下
段
）

－
　
　
　
　
　
　

　
一

一
借
銭
之

　
１
－
’
　
　
【

雖
然
度
々
被
責
間
難
堪
之
由
返
答
仕
皆
過
之
処
今
月

廿
八
日
差
遣
両
口
使
者
令
苛
責
之
間
返
答
申
云
所
詮
私
問
答
不
事
行
之
上
者
早

令
言
上
子
細
於
　
　
院
家
可
礼
謀
計
之
実
否
之
旨
令
申
畢
考
旱
被
召
尋
子
細
於

失
豪
欲
明
謀
略
之
有
無
造
意
之
趣
無
跡
形
事
也
几
覚
能
無
一
年
十
代
之
躊
臥
者

不
営
東
作
之
世
業
乏
一
粒
半
銭
之
財
貯
者
無
西
収
之
余
資
依
何
被
阿
党
哉
胸
臆

之
謀
略
也
肝
悪
之
太
獣
難
堪
之
子
細
也
唯
仰
紺
素
之
客
察
者
也
厄
弱
之
山
僧
為

威
勢
之
徒
衆
於
被
蔑
如
者
雖
二
目
片
時
難
安
堵
者
也
然
者
非
院
家
之
御
礼
定
者

争
令
決
謀
計
之
有
無
乎
勁
愁
吟
之
余
乍
恐
粗
言
上
如
件

33

（
第
十
五
紙
）
　
覚
能
言
上
状
（
折
紙
）

－
一
住
侶
覚
能
謹
百
上

　
－
一
被
停
止
寺
僧
実
豪
覚
川
防
口
道
沙
汰
令
安
堵
子
細
事

Ｌ
者
去
四
月
比
以
使
者
実
豪
中
呂
し
口
事
可
返
給
云
々
存
外
之
間
以

誰
じ
請
乎
之
由
相
尋
之
処
使
者
中
云
以
ロ
ド
�
口
辺
住
人
為
縁
覚
円

房
之
銭
借
用
之
口
口
口
口
一
之
十
郎
男
爾
令
持
之
取
畢
云
々
重
尋
Γ
口
口
一
大
寺
性

人
者
誰
仁
乎
之
由
間
答
之
処
令
［
白
知
之
由
罷
帰
畢
其
後
使
者
重
来
云

ト
レ
ロ
年
比
覚
円
房
之
所
従
十
郎
男
之
四
二
―
孤
於
印
禅
房
令
借
川
而

十
郎
男
死
レ
ー
ー
ー
」
覚
円
房
之
沙
汰
所
令
謎
責
也
早
し
Ｉ
也
借
宍
在
之
即

　
　
　
　
　
つ
興
陥
寺
維
摩
会
料
当
国
不
足
米
餅
等
定
案
」
紙
背
文
書



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

建
造
物
研
究
室

歴

史

研

究

室

古 建
文
書 築

高
山
寺
所
蔵
「
束

寺

講

堂

指

図
」

一

こ

の
「

東

寺

講

堂

指

図

」

は
京

都

市

栂

尾

高

山

寺

所

蔵

の

重

要

文

化

財

「

高

山

寺

聖

教

類

」

中

に
含

ま
れ

て

い

る
。

現

在

の
整

理
番

号

は
甲

二

五

三

号

で

、「

八
字

文
殊

法

」
、
「

宝

楼

閣

法

」
、
「

東

寺

講

堂

五
菩

薩

中

方

菩

薩

事

」

と
共

に
四

点

で

一
巻

に
装

幀

さ
れ

て

い

る
。

し

か
し

こ

の
装

幀

は
比

較

的

最

近

の

こ

と
で

、

し

か
も

特

に

関

係

の

あ

る

も

の

を

合

せ

て

一

巻

に
し

た

わ
け

で

は

な

い
。

「

東

寺

講

堂

指
図

」

の
料

紙

は
漉

返

し

の

斐

紙

一

紙

を

用

い

、

寸

法

は
縦

３
０
｢２ｃ
ヨ

、

横

５
２
. ５
ｃ
ｍ

、

右

端

下

方

に
「

方

便

智

院

」

の
長

方

形

朱
印

が
捺

さ

れ

て

い

る
。

端

裏

書

に

は

「

東

寺

講

堂

指
図

私
」
、「

勧
内

上
」（
別

筆

）
、
「

東

第

六
」（
又

別

筆

）

と

あ

る

が
、

こ

れ

に

よ
っ

て

木

指
図

は

何

処

の
図

で

あ

る

か

が
明

に

さ

れ

る
。

東

寺

講

堂

の
古

い

指
図

は

、
木

指

図
以

外

に

東

宝

記

第

一

、

講

堂

の
項

所
載

の

「

御

筆
図

帳
」

及

び

「

当

時

見

在

様
」

指

図

の

二

つ

が

あ

る

が

、

こ

れ

等

を

比

較

検

討

し

て

み

る
と

幾

多

の
相

違

点

が

認

め

ら

れ

る

。

建

築

に

つ

い

て

は

後

に
譲

り

、

先

に

仏
像

等

の

配
置

に

つ

い

て

述

べ

る
こ

と

に
す

る
。

そ

こ

で

こ

の
高

山

寺

木

指

図

と

「

当
時

現

在

様

」

指

図

（

以

下

東

宝

記

指
図

と

略

称

す

る

。
）
　
と

の

相

違

点

の
み

を
表

示

す

れ

ば

次

の
如

く

で

あ

る

。

兜 鎮 帝 梵 不弥旡宝 阿．

跋 守　　　　
陀量

吮 バ　　　　 ゛ 寿
沙 八　　　　 。 ‘
門 幡 釈 天 空 阿生 闊

湊|

須　 須 大 大 大 大
同 弥 同 弥 日 日 日 日

｀ 壇 東 壇
西 西 東 東

同 下 方 西 北 南 南 北
丶　丶　丶　　 丶　丶　丶　丶
・ 鎮前 東

ﾌ叉゚
同 西 同 東

東守浅 向 西　 向　 向

隣八西　　 向
幡端

八１

芒

須 大 大 大 大
ナ ナ 同 弥 日 日 日 日

壇 西 西 東 東

シ シ 西 東 北 南 南 北
方 方 丶　丶　丶　丶
｀　` 同 東 同 西
東 西　 向　 向
向 向

更

芒

右

の
如

く
五

仏
の
中

で
、
中

尊
を
除
く
四

仏
の
向
き
が
逆

で

あ
り
、
又
如

何
な
る
理
由

に
よ
っ

て
か
梵

釈
二
天

は
東
西

そ

の
位
置

を
異

に
し
て
い
る
。
し
か
し
五
仏
、
五
菩
薩

、
五

大
明
王

の
位
置

は
三

者
共

全
く
同

じ
で

あ
り
、

こ
の
点
に
お

い
て

は
高
山
寺

指
図

も
法
三

宮
真
寂
法

親
王
撰
「
不

灌
鈴
等

記
」

と
全
く
相

違
し
て
い
る
。
又
高
山

寺
本

指
図

が
書
か
れ

た
当
時

に
あ
っ

て
は
、
か
の
兜
跋
晩
沙
門
井

に
鎮
守
八
幡
神

像
が
講
堂
内

に
、
し
か
も
一
つ
の
柱
間

の
中

に
安
置

さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
膝
張
約
三
尺

と
い
う
大

き
な
八

幡
神
像
三
躰
（
小

さ
な
武
内

宿
禰
像

を
加

え
れ
ば
四
躰

）
と

兜
跋

吮
沙
門

と
が
、
一
つ
の
柱
間
に
如

何
に
納
め
ら
れ
て
い

た
か
は
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

指
図
で

は
八
幡
は
真

四

角
に
線
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
四

角
の
厨

子
内

に
、
前
後
二
列
に
列
べ
て
納
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す

る
と
こ

の
厨
子

が
兜
跋
吮
沙
門

と
共

に
、
一
丈
三
尺

の
柱
　

丿

間
（

東
宝
記

に
よ
る
。
柱

の
太

さ
を
考

慮
に
入

れ
れ
ば
、
実
　

丿

際

の
空
間

は
一
丈
程
で

あ
ろ

う
か
。
）
　
に
並
べ
て
置

か
れ
て

い
て
も
無
理

な
こ
と
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

次

に
こ
の
指
図

は
何
時
頃

の
状
態
を
示

す
か
が
重
要

な
問

題
で

あ
る
。
五
菩
薩
中

尊
の
と
こ
ろ
に
、
墨
書
で
「

金
剛
薩

垤
」

と
あ
る
が
、
こ

の
「
薩

垣
」

を
朱
書
で
「

波
羅
蜜
」

と

改

め
、
そ

の
左

に
同

じ
く
朱
で
「
中

尊
金
剛
波

羅

蜜

定

説

也
、
建
久
年
中
之
比
東
寺
修

造
之
時
予

親
見
之

、
有
御
筆
御

記
不
可
不
審
」

と
記

さ
れ
て

い
る
。
こ

の
朱
書

の
筆
跡

を
見

る
と
、
高
山
寺
所
蔵
「

写
瓶
次
第
」（
甲
二
四
七
号
）

そ
の
他

の
定
真
筆
奥
書

と
極

め
て

よ
く
類
似

し
て
い

る
。

文

中

の

「
建
久
年
中
之

比
重
寺

修
造
之
時
」

と
は
文
覚

上
人
の
発
起

に
よ

る
建
久
八
年

の
東
寺
修

理
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
る
。

前
述
「
写

瓶
次
第
」

の
奥
書

に
は
「

延
応
元
年

三
月

之
比
出

雲
律
師
御
房
有
御
随

身
給
之
幸
也
、

仍
同
五
月

九
日
書
之
了

、

但
端
（

自
筆
、

奥
「

誂
弁
海
公
所
書
写

也
、
午
時
年

六
十
六

哀
之
、
定
莫
記
之
」

と
あ
り
、
定
点

は
延
応
元

年
に
は
六
十

六
才
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
建
久

八
年

重
寺
修
造
の
際

に
は
彼

は
二
十
四
才
で
、
当
時
彼

が
講

堂
仏
像

を
子
細

に
検

分
し
て

い
て
も

何
等
差
支
え
な

い
。
従
っ
て
こ

の
朱
書

の
筆
者

も
、

文
中

の
「
予
」
も
共

に
高
山
寺

方
便
智

院
の
定
貞

と
考

え
て

誤
な

い
で
あ
ろ

う
。
か

く
し
て
木
指
図

が
書

か
れ
た

の
は
、

少
く

と
も
定
真

の
寂
年
建
長
元
年
以
前
で
あ

る
。

更

に
指
図

の
内
容

を
検
討

し
て
み

る
と
、
鎮

守
八

幡
が
講

堂
内

に
安
置

さ
れ
て

い
た
時

が
本
指
図

成
立
の
年
代

推
定
に

一
つ

の
手
懸

り
を
与
え
て

く
れ
る
。
東

宝
記
第
三
、
鎮

守
八

幡
宮
、「
一
当
社

遷
宮
事
」

の
項

に
は
「
建
久
八
年
四
月

六
日

八
幡

宮
御
正
躰

奉
渡

新
社
、
執
行
厳
慶
沙
汰
也

、
余

人
不

寄



云
々
、
文
覚
上
人
修
理
奉
行
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

こ
の
時
八
幡
宮
の
社
殿
が
新
に
造
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
建
久
八
年
以
前
に
は
鎮
守
八
幡
が
如
何
に
な
っ
て
い
た

か
は
明
瞭
で
な
い
。
社
殿
修
理
の
為
、
神
像
が一
時
的
に
講

堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
指
図
は

建
久
八
年
四
月
を
若
干
溯
る
頃
の
状
態
を
示
す
も
の
と
言
い

う
る
。
東
宝
記
第
二
、
塔
婆
、ご
代
々
造
営
次
第
」
の
項
に

は
、「
東
要・記
下
云
、
天
喜
三
年
八
月
廿
二
日
丁
未
夜
半
、
東

寺
塔
為
雷
火
焼
亡
、
仏
像
并
八
幡
三
所
御
影
皆
奉
取
出
、
安

束
寺
講
堂
指
図

置
金
堂云
弋
皿皿≒
‰
遣金」
と記
されて
おりヽ
天
喜

三
年
に
鎮
守
八
幡
宮
は
焼
失
して
八
幡
神
像
は
金
堂
に
安置

さ
れ
たこ
と
が知
ら
れ
る
。
し
か
しこ
の
後
建
久
八
年
迄
の

八
幡
宮
のこ
と
は
明
に
す
るこ
と
が出
来
な
い
。
も
し
もこ

の
後
、
鎮
守
八
幡
宮
の
社
殿
が造
営
さ
れ
な
かっ
た
と
す
る

な
ら
ば、
神
像
は
何
時
か
ら
か
金
堂
よ
り
講
堂
に
移
さ
れて
、

建
久
八
年四
月
に至っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
本
指図
は

こ
の
間
の
状
態
を
現
して
い
る
わ
けで
あ
る
。乂
天
喜三
年

－
建
久八
年
の間
に再
び
造
営
、
焼
失
を
見
た
か
も
わ
か
ら

ない
。
か
く
の
如
く
種
の々
憶

測
が
成っ
の
で
あ
る
が、
何
れ

にし
て
も
本
指図
は少
く
と
も

皿
建久
八
年四
月
の
文
覚上
人の

調
手
に
よ
る
東
寺
修
理以
前の
状

忽
態
を示
す
もの
とし
て
差
支
え

講
　な
いで
あ
ろ
うＯ

寺東
　な
お
東
宝
記
第一
、
食
堂
、

「
本
尊形
像
丿四い
の
項
を
見

る
と「
或
記云
、
地
蔵
菩
薩元

在西
寺
、
吮
沙
門元
在
羅
城
門

楼
上
、
各
顛
倒
之
刻
、
被
渡
当

方
二
弋
此二
尊
最
初
講
堂
壇

瀋
下
東西
安
置
之ヽ
後被
移
食
堂

奥第
云
々
」、と
あ
る。
こ
の
吐
沙
門

歇
　とは
前
後の
記
事
から
考え
て

写
兜
跋
吮
沙
門
の
こ
とで
、
且
て

は
地
蔵菩
薩
と共
に
講
堂須
弥

壇下
の
東西
に
安
置
さ
れて
い

た
とい
う
。し
か
る
に木
指図

に
は須
弥
壇下
西
方
に
兜
跋吮
沙
門
のみ
が記
さ
れて
いて
、

地
蔵
菩
薩
は記
さ
れて
い
ない
。
そ
れ故
兜
歇
吮
沙門
が食

堂に
移
さ
れ
たの
は
本
指図
成
立以
後の
こ
とで
あ
る
。
次

に
地
蔵菩
薩
につ
い
て
考え
て
み
る
气
。こ
の
像
は
も
と西

寺
に
あっ
た
と言
わ
れて
い
る
が
、
東
宝
記
の内
に
於て
も

必
し
も
こ
の
説
を
とっ
て
い
る
わけ
で
な
く「
於
地
蔵
像
者
、

寺
辺
輩不
知由
緒
」
とも
記
し
て
おり
、真
偽の
程
は明
で

ない
。本
指
図
に
は
本
像
の
位
置
が記
さ
れて
い
な
い
ので
、

こ
れは
建
久
八
年
を若干
溯
る頃
に
は講
堂内
に
置
か
れて

い
な
かっ
たこ
と
が知
ら
れ
る。
し
かし
講
堂か
ら
食
堂
に

移
さ
れた
の
はこ
れ以
前で
あ
る
か以
後で
あ
る
か
は明
で

ない
。
な
お木
指
図
で
は兜
跋
吮
沙
門
が須
弥
壇下
西
方
に

安
置
されて
い
る
か
ら、
地
蔵菩
薩
像
は
東
方に
置
か
れて

い
たの
で
あろ
う
。

こ
の「
東
寺
講
堂
指図
」
は
、
も
と
樮
にニ
ッ
枡
、
縦
に

四
ッ
枡
に
畳
んで
保
存
さ
れて
い
た
よ
うで
あ
る
が、
現
在

こ
の
前
に
装
幀
さ
れて
い
る「
東
寺
講
堂
五
菩
薩
中
方
菩
薩

事」
も
、同
様に
畳
ま
れて
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
枡
目

間
の
寸
法
は両
者共
全
く同
じ
と
言っ
て
差
支
え
な
い
。
端

裏
に
は共
に「
東
第
六」
と
あ
り
、
高山
寺
東
経
蔵
第
六
箱

に
合せ
納
め
ら
れて
い
たこ
と
を示
して
い
る
。「
束寺
講

堂五
菩
薩中
方
菩
薩
事」
の
巻頭
に
も「
方
便
智院
」
の
長

方形
朱印
が捺
さ
れて
お
り
、
そ
の
料
紙
も
漉
返
し
斐
紙二

紙
を用
いて
い
る
。
し
か
し
そ
の
紙
色
は
指
図
と
は
僅に
異

っ
て
お
り
、
筆
跡
も
亦
相
違
して
い
る
。
か
くの
如
く
紙
色
、

筆
跡
等
は
異っ
て
い
る
が、両
者
の
内
容
は共
に
東
寺
講
堂

に
関
係
があ
り
、
も
との
所
在
場
所
も同
じで
あ
る
ば
かり

か
、
畳
み
方
迄
も
同
じで
あ
る
とい
うこ
と
は、
心
と
も
と
５

両
者
が相
関
連
す
る一
具
の
もの
とし
て
扱
われ
て
来
たこ
Ｊ
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と
を示
す
もの
で
あろ
う（
残
念
な
が
ら
、最
近の
装
幀
に

よっ
て
古い
形
が
わ
れて
し
ま
い
、両
者
の
本
来
的
存
在
状

態
を
確
め
るこ
と
は不
可
能
に
なっ
て
し
まっ
た
）。
な
お

本
書の
未
尾
に
は「
元
暦元
年
九月
五
日
書之
金
剛
仏子
興

然
本」
と
あ
るこ
と、
そ
の
書風
も
鎌
倉
時代
前
期
を下
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
るこ
と
、又
方
便
智
院
の印
があ
るこ
と、

か
ら
、
定
莫
が師
興
然
か
ら
伝
受
し
た
書
物
の一
つ
と
考
え

ら
れ
た
く
も
な
い
。

本
書
は
講
堂
中
方
菩
薩
に
関
す
る
勝
定
房
阿
闍
梨（
恵

什
）
と正
覚房
上
人（
覚
鑁
）
と
の
議
論
をも
とに
し
て
心

覚
阿闍
梨
が諸
説
を引用
しつ
つ
自
分
の
考え
を記
し
た
も

東
　寺
　講
　堂
　平
面

天長図張の平面

建久８年以前の平面

の
で
あ
る
。
東
宝記
第一
、
講
堂五
菩
薩中
尊の
項
に「
此

尊
像
、中
古
恵
什闍
梨
覚元
上
人
有
相
論
事云
々
、子
細別

記
」（
彭
あ
る
が
、こ
の
覚元
上
人
と
は正
党房
覚
鑁
の
誤で

あ
る
。こ
の
相
論
と
は
本
書
に
記
さ
れて
い
る
恵付
と
覚
鑁

の
問
答の
こ
とで
、「
別
記」
と
は
本
書
の内
容
そ
の
も
の
と

は断
定
出
先
な
い
が、
少
く
と
もこ
れ
に
類
似
し
た
内
容
を

持つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
寺
講
堂
の
仏
像
群
は
如
何
な
る教
義
に
基
いて
造
立
さ

れ
た
か
、
と
い
うこ
と
は
古
来
問
題
に
され
て
来
たとこ
ろ

で
あ
る
。こ
の
問
題
につ
い
て
、
有
名
な
十
巻
抄
の
撰
者
と

い
う恵
什
、
伝
法
院
流
の
祖
覚
鑁二
人
の
議
論
を記
して
あ

変
　遷
　図

杲宝の見た平面

る
上
に
、
別
尊
雑
記
等
の
撰
者
と
し
て
名
高
い
心
覚
が
他
の

諸
説
を
引
用
し
つ
つ
自
分
の
考
え
を
も
述
べ
て
い
る
点
で
重

要
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
こ
の
全
文
も
紹
介
の
価
値
あ
り
と

考
え
ら
れ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

註
　覚
鑁
の「
鑁」
を
音
に
従っ
て
梵
字
で
記
す
と
、
そ
の形
は

「
元
」
と
類
似
して
い
る
。
従っ
て
東
宝
記
の
筆
者
が梵
字
の

「
バソ
」
を
コ
兀」
と
誤
記
す
る
こ
と
は
十
分
考え
ら
れ
ると

こ
ろで
あ
る
。し
か
も
覚
鑁
は
嘉
保二
年｛
｝ＯＳ
）
に
生
れて

康
治二
年（
１１４３）
に
歿
し
て
い
る。
又
恵
什
の
活
躍
期
は
保

延元
年（
１１３５）
前
後で
、両
者
が議
論
を行っ
て
い
て
も
何

等
差
支
え
は
な
い
。
そ
れ
故
私
は「
覚元
」
と
は
覚鑁
そ
の
人

・
の
こ
と
と
推
定
す
る。
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
　稔
）

現在の平面

＠五仏　疆五大明工＠五菩薩　圖四天王　口帝釈
○梵天Ｌ？？　　？　　？　　？　ＪＸ
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二

現

在

の

東

寺

講

堂

は

従

来

、

文

明

十

八

年
｛

｝
綮

）
の

火

災

後

、

慶

長

三

年
（
１
５
９
８
)
に

再

建

さ

れ

た

と

い
わ

れ

て

い

た

が

、

慶

長

十

一

年

の
同

寺

金

堂

と

比

較

す

れ

ば

、
形

式

の

点

で

、

や

や
古

く

遡

ら

せ

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

、

最

近

の
解

休

修

理

で
反

省

さ

れ

た

。

幸

い

、

偶

然

な

事

か

ら

、

醍

醐
寺

文

書

の
中

に

、

東

寺

一

長

者

性

深

の
沙

汰

に

よ

り

、

延

徳
三

年
（
～
｛

｝
二
月

十

八

日

に

事

始

を

行

い

、

翌

三

月

二

（

註
一
）

十

一

日

に

立

柱

を

行

っ

た

こ

と

、

同

じ

く

本

尊

御

衣
木

の

加

持

を

明

応

二
年
｛

｝
皀

）
十

一
月

二

十

七

日

に
行

っ

た

こ

と

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

文

書

が

あ

る

の

を

知

り

、

室

町

末

の

建

築

で

あ

る

こ

と

が

明

か

に

な

っ

た

。

又

、

解

体

で

知

ら

れ

た

こ

と
は

、

柱

礎

や

、

表
面

が
漆

喰

で

塗

り

っ

ぶ

さ

れ

て

い
た

須

弥

壇

の
心

、

又

同

様

、

今

の

基

壇

で

か

く

さ

れ

て

い
た

凝

灰

岩

の
地

覆

等

は

創
建

当

初

の
も

の

と
考

え

ら

れ

、
平

面

の

基

本

は
全

く
勣

い

て

い

な

い

こ

と
で

あ

る
。

こ

の

よ

う

に
平

面

の
基

本

に

創
建

当
時

の

も

の

が

比
較

的

よ

く
残

っ
て

い

る

こ

と

は
、

こ

の
建

物

が
天

長

二
年
（
Ｓ

）

四

月

二

十
四

日

に

建

立

さ
れ

始

め
て

以

来

、

文

明

十

八

年

の
焼

亡

ま

で
、

よ

く

保

た

れ

て

い

た

こ

と
、

ま

た
、

罹

災

後

、

僅

か

五
箇

年

の
歳

（
註
二
）

月

の
後

に
再

建

さ

れ

た

こ

と

に

よ

る

の
で

あ

ろ

う
。

こ

の

東

寺

講

堂

の
創

建

当

初

の
平

面

に

つ

い
て

は
天

長

二

年

に
勅

定

が
あ

り

、

そ

の
時

の
図

張

一

巻

が
後

に
鳥

羽

勝

光

明

院

宝

蔵

の
中

に

お
さ

め
ら

れ

、

文

保

年

中
（
西

～
）

に

常

盤

井

御

所

で

収

蔵

品

が
検

知

さ
れ

た
時

に
、

写

し

が

と

ら

れ
、

そ

れ

に

よ
り

『

東

宝

記

』

に
掲

げ

ら

れ

て

い

る

の

を
見

る
。

そ

の
図

と
比

較

し

て

同

記

の
編

者

杲

宝

は
当

時

様

と

い

う
図

を
掲

げ

、

天

長

図

張

は

「

連

子

二

具

、

壁

十

四

間

」

で

あ

る

東
　

寺
　

講
　

堂
　

揩
　

図

が
、
当
時
は
「

連
子
四

具
、
壁
十
二
間
也
、
南
面

東
西
端

、

各
二
箇
閧
連
子
也
」

と
し
、
中
古
修
造
の
時
に
こ
の
よ
う
に

し
た
も
の
か
。
中
古
修
造
の
時
と

い
う

(
１
１０
４
-
1
1
0
6
)
の

こ

と
で

あ

る

と
し

て

い
・脳
一
乱

長

洽

年

中

る
。
こ
れ
ら
二
図
に

対

し

、

既

に
示

し

た
栂

尾

高

山

寺

所

蔵

図

は

連

子

が

な

く

、

暃

の
位

置

が
変

っ

て

い

る
点

に
相

違

す

る
。

こ

の
こ

と
に

よ

り

、

こ

の
図

が
建

久

八

年
(
1
1
9
7
)以

前

の
状

態

を

示

す

も

の

と
す

れ

ば
、

天

長

二

年

以

後

建
久

八

年

ま

で

に

改

造

さ

れ

（
長
治
の
頃
か
）
、

さ

ら

に

杲

宝

が
見

た
時

ま
で

に
改

造

さ

れ

て

い

た
も

の

か
。

（
註
三

に
示

し
た
康
安
修
造
の
時
か
Ｉ

そ
の

時
と
す

れ
ば
、
詳
し

い
記

述
が
あ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、

そ
う
で
な
い

か
も
知
れ

な
い
）
或

は
天

長

図

張

は
計

画

だ

け

で

あ

っ

て

実

際

は
高

山

寺

の
図

の
如

き

も

の

が

た
て

ら
れ

、

建

久

後

に
改

造

さ

れ

た
も

の

か
。

杲

宝

が
説

い

た
だ

け

に
止

ら

な

い
問

題

が

提

供

さ

れ

た
。

な

お

、
延

徳

造
営

の

現
存

の

も

の

は
以

上

の

研

究

成

果

刊

行

物

三

図

と
も

異

り

、

東

西

面

の

扉

の
位

置

が
前

面

よ

り

二

閧
目

に

あ

り
、

連

子

の
な

い

の
は

高

山

寺

の
図

に
等

し

い
。

註
一
　

高
山
寺
所
蔵
文
書
（
『
高
山
寺
遺
文

抄
』
。
東
寺
文
書
、
二

六
）

に
延
徳
三
年
三
月
十
四
日
付

で
当
寺
大
工
職
争
論
事

が
あ

り
成
敗
あ
る
ま
で
立
柱
上
棟
を
延
期
せ
よ
と
あ
る
。

そ

の
立
柱
上
棟

は
講
堂

の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
。

註
二
　

現
在
の
仏
像

が
。
文
明
の
火
炎
に
罹
っ
て
も
、
中
央
の
五

仏
と
五
菩
薩
中

の
金

剛
波
羅
密
の
五
体

を
除
き
、
多
く
の
諸
尊

が
造
立
当
初

の
ま
ま
で

あ
る
こ
と

は
、
火
炎
に
あ

た
り
焼
亡
を

免

れ
る
よ
う
持

出
し
に
努
力
し

た
こ
と

を
語

り
、
そ

の
努
力
は

ま
た
講

堂
を
早

く
再
建

す
る
こ
と
に
結
晶
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

『
束
寺
長

者
補
任

』
に
よ
れ
ば
、

明
応

六
年
（
１
４
９
７
)　
K
J講
堂

本
尊
大

日
如
来

を
造

っ
た
と

し
て

い
る
か
ら
、
建
物

は
そ
れ
ま

で

に
で

き
上
っ
て

い
た
と
思

わ
れ
る
。

註
三
　

『
東
宝
記

』
第

三
「
当
寺
代

々
修
造
之
事
」

と
あ
る
中

に

康
安
元
年
（
ｉ
｛

｝
六
月

に
連
日
地
震
が
あ
り
。

講

堂
が
傾

き

危

い
の
で
翌
二
年

八
月

よ
り
十
月

に
か
け
て

修
理
し
、
そ
の
時
、

番
匠

の
計
い
に
ま
か
せ
て
柱

毎
に
貫
木
を
加
え
た
と
あ
る
の
を

見

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
杉
　

山
　

信
　

三
）

昭昭　昭　　昭　　　昭昆 呂tM　ﾐ?　 貲
ﾐに 尢 二F　 大
呂 急 急　 急

年

度

奈 奈 奈　　 奈 奈 奈　 奈 同 奈
良 良 良　　 良 良 良　 良　 良
国 国 国　　 国 国 国　 国　 国
立 立 立　　 立 立 立　 立　 立
文 文 文　　 文 文 文　 文　 文
化 化 化　　 化 化 化　 化　 化
財 財 財　　 財 財 財　 財　 財
研 研 研　　 研 研 研　 研　 研
究 究 究　　 究 究 究　 究　 究
所 所 所　　 所 所 所　 所　 所
学 学 学　　 学 史 学　 史　 学
鏘 祭 繋 妬丿 鬣 繋　 幇 。 諧

七 六 五 興良四 二 三　
一 二 一

册 册 册 寺時册 册 册 ⌒册 册 册

.、。 。 悒詣　 。 。
森　
。 ，.、

興 中 飛
楽曽　 同 文 阿　 修 仏

福 世 鳥
坊坊　 大 化　　 学 師

寺 庭 寺 ２の　 寺 史
践　
院 運

食 園 発
復研　
叡 論 厶　 離 慶

堂 文 衵 原究　 尊 叢
捧　
宮 の

発 化 調
をI　 伝 口 善　 の 研

捐 史 査
中　　 記　　 集　 復 究

調 ゛ 報
心　　 集　 の　 原 ゛

査　 告
と　　 成　 複　 的

墾　 ゛ ≒　 －　 き　if

巳　　 一　　　　　 穹

名

称

坪 森坪浅 鈴浅　　田小　　 森 小

井　 井野 木野　　中詰　　　　林

清　 清　 嘉　　　一岡ヽ

尽 蘊尽芍 吉清　　覗森　　 蘊 剛

鈴　 鈴杉　　　　 田
碑

木　 木山　　　　　中杉
嘉　 嘉信　　　　　 以

吉　 吉三　　　　 稔三

著

者

名
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
　
　
　
一
　
沿
　
　
　
革

１
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
じ
忿
万
）
の
制
定

　
に
よ
っ
て
文
化
財
に
関
す
る
調
査
研
究
、
資
料
の
作
成
及

　
び
そ
の
公
表
を
行
う
た
め
に
、
元
奈
良
県
立
商
工
館
の
施

　
設
を
奈
良
県
よ
り
寄
附
を
受
け
て
昭
和
2
7
年
４
月
１
日
下

　
記
の
通
り
発
足
し
た
。

　
　
　
　
記
（
文
化
財
保
護
法
第
2
3
条
第
２
項
抜
草
）

２
、
国
立
文
化
財
研
究
所
の
名
称
及
び
位
置
は
左
の
通
り
と

　
す
る
。

　
名
称
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
位
置
　
奈
良
市

　
　
　
備
考
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
所
在
地
は
次
の

　
　
　
　
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
奈
良
市
春
日
野
町
五
〇
番
地

　
　
　
　
電
話
奈
良
局
五
五
七
五

３
、
昭
和
2
7
年
度
は
主
と
し
て
寄
附
を
受
け
た
本
館
の
内
部

　
を
研
究
施
設
に
改
装
す
る
こ
と
と
創
設
準
備
に
終
始
し
た
。

４
、
昭
和
2
8
年
５
月
1
5
日
、
内
外
施
設
が
絡
備
し
た
の
で
、

　
数
多
く
の
関
係
者
の
来
臨
を
仰
ぎ
開
所
式
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
二
　
組
　
　
　
　
織

　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
じ
へ
号
）
第
2
3
条
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
（
昭
和
2
7
年
３
月
2
5
日
文
化
財
保
護
委

員
会
規
則
第
５
号
）
（
昭
和
2
9
年
６
日
2
9
日
文
化
財
保
護
委
員

会
規
則
第
一
号
第
一
次
改
正
）
。

　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
規
程

　
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
）

第
一
条
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ

　
せ
る
た
め
左
の
四
室
を
置
く
。

　
　
美
術
工
芸
研
究
室

　
　
建
造
物
研
究
室

　
　
歴
史
研
究
室

　
　
庶
務
室

　
（
美
術
工
芸
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
二
条
　
美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は
、
絵
画
、
彫
刻
、

　
工
芸
品
、
書
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
並
び

　
に
工
芸
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普

　
及
及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
（
建
造
物
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
三
条
　
建
造
物
研
究
室
に
お
い
て
は
、
建
造
物
に
関
す
る

　
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る

　
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
（
歴
史
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
一
四
条
　
歴
史
研
究
室
に
お
い
て
は
、
考
古
及
び
史
跡
に
関

　
す
る
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関

　
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
（
庶
務
室
の
所
掌
事
務
）

第
五
条
　
庶
務
室
に
お
い
て
は
、
左
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
、
別
に
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
委
任
を
受
け
た
範
囲

　
に
お
け
る
職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
公
文
書
類
の
接
受
及
び
公
印
の
管
守
そ
の
他
庶
務
に

　
関
す
る
こ
と
。

三
、
経
費
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す

　
る
こ
と
。

四
、
行
政
財
産
及
び
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
二
と
。

　
　
附
　
　
　
則

こ
の
規
則
は
昭
和
2
7
年
４
日
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
附
則
（
昭
和
2
9
年
６
月
2
9
日
文
化
財
保
護
委
員
会
規

　
　
　
　
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
2
9
年
７
月
Ｉ
口
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
三
　
調
査
研
究
の
現
況

昭
和
三
十
二
年
度
研
究
調
査
概
要

Ｉ
　
美
術
工
芸
研
究
室

　
Ａ
　
西
大
寺
叡
尊
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛
　
浜
田
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
’
山
二
郎
　
　
岡
本
康
子

　
前
々
よ
り
引
続
き
行
た
っ
て
い
る
西
大
寺
依
尊
の
研
究
に

お
い
て
は
、
海
竜
王
寺
、
法
華
寺
、
道
明
寺
、
延
命
寺
、
金

峯
山
寺
、
金
沢
文
庫
な
ど
を
調
査
し
た
。

　
Ｂ
　
俊
乗
房
重
源
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦
　
小
林
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
二
郎

　
俊
乗
房
重
源
め
研
究
は
以
前
よ
り
引
続
い
て
行
な
っ
て
い

て
、
そ
の
主
要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
調
査
を
終
了
し
た
。
本

年
度
は
『
作
善
集
』
に
記
さ
れ
て
い
て
、
現
在
ほ
と
ん
ど
わ

∂∂



か
ら
た
く
な
っ
て
い
る
個
所
に
つ
い
て
、
探
索
的
な
調
査
を

行
た
っ
た
。
例
え
ば
丹
波
高
山
寺
附
近
、
摂
津
の
昆
陽
寺
、

奈
良
山
辺
の
西
方
寺
、
河
内
谷
山
池
の
如
く
で
あ
る
。

　
Ｃ
　
藤
原
彫
刻
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛
　
杉
山
二
郎

　
前
年
度
に
引
続
い
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
木
年
度
は
当
麻

与
講
堂
像
、
大
目
寺
の
五
智
如
来
像
、
永
観
堂
の
諸
像
、
道

明
寺
の
十
一
面
観
音
像
、
大
蔵
寺
の
薬
師
、
地
蔵
、
毘
沙
門

天
像
、
峯
定
寺
の
千
手
観
音
像
等
を
調
査
し
た
。

　
Ｄ
　
合
利
塔
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
舎
利
塔
の
様
式
的
研
究
の
一
環
と
し
て
東
大
寺
木
坊
に
あ

る
舎
利
塔
を
調
査
し
た
。
こ
の
舎
利
塔
は
唐
招
提
寺
の
金
亀

舎
利
塔
０
摸
作
で
室
町
期
の
作
品
で
、
唐
招
提
寺
舎
利
塔
研

究
に
唯
一
の
副
資
料
と
な
る
遺
品
と
八
ら
れ
る
。

　
Ｅ
　
厨
子
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
近
畿
地
区
を
先
づ
第
一
段
階
と
し
て
、
七
の
地
区
の
諸
社

寺
に
残
存
す
る
厨
子
の
調
査
研
究
に
当
り
、
厨
子
の
美
術
史

的
研
究
を
す
る
。
東
大
寺
知
足
院
の
厨
子
、
東
大
寺
図
書
館

の
厨
子
お
よ
び
、
興
福
院
の
千
体
薬
師
厨
子
乍
て
の
研
究
の

一
環
と
し
て
選
び
調
査
し
た
。

　
Ｆ
　
小
　
袖
　
研
　
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
近
世
初
期
の
小
袖
研
究
の
一
環
と
し
て
京
都
田
畑
家
０
小

袖
類
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
桃
山
期
か
ら
江
戸
全

開
に
わ
た
っ
て
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
美
術
史
的
染

職
史
的
に
研
究
す
る
。

　
Ｇ
　
請
来
目
録
の
整
理
－
―
安
然
の
八
家
請
来
録
を
中
心

　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
　
に
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
安
然
撰
述
の
八
家
請
来
録
は
平
安
時
代
初
期
の
入
唐
八
家

の
請
来
品
を
分
類
し
た
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
そ
の
蒐

集
に
は
不
備
か
お
り
、
又
現
在
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
も
な

い
の
で
古
写
木
や
渚
家
請
来
目
録
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
研

究
の
資
料
と
す
る
。

　
Ｈ
　
平
安
時
代
仏
教
絵
画
の
調
査
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
平
安
時
代
仏
教
絵
画
の
代
表
的
作
品
と
し
て
の
西
大
寺
十

二
天
、
東
寺
五
大
尊
十
二
天
、
そ
の
他
の
密
教
関
係
の
絵
画

の
調
査
を
進
め
、
そ
の
背
後
に
あ
る
経
軌
・
図
像
、
及
び
そ

れ
ら
の
請
来
者
と
０
関
係
な
ど
を
究
明
す
る
こ
と
。
こ
れ
と

併
行
し
て
顔
料
や
彩
色
技
法
の
特
色
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
Ｉ
　
初
期
真
宗
絵
画
０
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
初
期
真
宗
関
係
絵
画
と
し
て
、
と
く
に
地
方
布
教
に
功
績

の
多
か
っ
た
存
雲
上
人
の
仏
画
関
係
の
事
蹟
を
存
覚
袖
日
記

を
中
心
に
分
類
整
理
し
、
中
世
の
新
興
宗
教
た
り
し
真
宗
の

作
画
活
勁
を
究
明
し
、
中
世
仏
教
絵
画
の
変
遷
の
お
り
方
を

明
ら
か
に
さ
せ
た
い
希
望
で
あ
る
。

Ｉ
　
建
造
物
研
究
室

　
丁
　
大
乗
院
庭
園
の
復
原
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
菰

　
昭
和
三
十
一
年
度
火
で
は
大
乗
院
が
室
町
時
代
中
期
の
も

の
で
あ
る
と
０
推
定
で
研
究
し
た
が
、
藤
原
時
代
の
も
の
と

の
類
似
を
見
出
し
た
の
で
、
三
十
二
年
度
に
は
天
理
市
永
久

寺
其
他
藤
原
鎌
倉
時
代
庭
園
遺
跡
の
実
測
調
査
を
行
っ
て
そ

の
類
似
点
を
確
認
し
た
。
室
町
中
期
の
比
較
例
と
し
て
越
前
、

加
賀
づ
例
を
調
査
し
、
又
室
町
末
の
例
と
し
て
妙
心
寺
退
蔵

院
、
霊
雲
院
、
近
江
福
田
寺
の
調
査
を
行
っ
て
比
較
資
料
と

し
た
。

　
Ｋ
　
解
体
修
理
に
伴
う
調
査
研
究
（
法
隆
々
東
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
洽
　
杉
山
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
石
吉
　
工
藤
圭
章

　
現
存
す
る
数
少
い
僧
房
建
築
の
二
つ
で
あ
る
東
室
を
、
修

理
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
協
力
し
て

調
査
を
行
っ
た
。

Ｉ
　
建
造
物
、
歴
史
研
究
室

　
Ｌ
　
飛
鳥
寺
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦
　
森
　
　
薙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
清
足
　
金
関
　
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
清
　
杉
山
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
立
古
　
工
藤
圭
章

　
飛
鳥
寺
発
掘
調
査
は
、
七
八
月
行
わ
れ
、
塔
、
北
回
廊
、

講
堂
の
遺
址
が
発
掘
さ
れ
た
。
塔
で
は
方
八
尺
に
及
ズ
巨
人

な
心
礎
と
金
銅
製
舎
利
穴
‥
器
沁
よ
び
各
種
り
舎
利
埋
納
物
が

発
見
さ
れ
た
。
推
古
天
皇
元
年
正
月
十
五
日
（
五
九
二
Ａ
Ｄ
）

に
納
め
た
舎
利
埋
納
物
が
、
一
部
で
七
検
川
さ
牡
’
た
こ
と
に
、

貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
。
回
廊
は
横
長
刀
矩
形
を
画
し
完
た

講
堂
で
は
、
新
し
い
基
壇
構
造
が
発
見
さ
牡
た
。

　
Ｍ
　
川
原
寺
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦
　
森
　
　
菰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
清
足
　
金
関
　
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
詩
　
杉
山
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
嘉
吉
　
工
藤
主
章

　
史
跡
川
原
寺
の
発
掘
凋
査
は
十
一
～
三
月
主
で
行
わ
れ
た
。

塔
、
両
金
堂
、
中
門
、
回
廊
、
南
大
門
い
遺
址
が
発
掘
さ
れ
、

Ｊ夕



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

中
金
堂
の
前
に
塔
と
対
置
さ
れ
た
西
金
堂
と
い
う
伽
藍
配
置

が
初
め
て
確
認
さ
牡
牡
。
立
だ
西
金
堂
の
基
壇
構
成
は
、
未

だ
・
例
を
見
な
い
構
造
・
の
も
の
で
か
る
た
。
西
金
堂
の
下
か
ら
・

創
建
以
前
の
溝
の
遺
構
毎
検
出
し
た
。

Ⅳ
歴
史
研
究
室

　
Ｎ
　
興
福
寺
所
戚
古
文
書
典
籍
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

　
前
年
度
よ
り
引
続
い
て
興
福
寺
所
収
の
古
文
書
典
籍
等
の
・

調
査
を
行
い
目
録
、
調
書
の
作
製
、
写
真
撮
影
か
行
う
と
共

に
目
ぼ
し
い
も
の
の
内
容
調
査
を
行
っ
た
。

　
Ｏ
　
一
‥
四
山
寺
聖
教
類
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
信
三
　
浜
田
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

　
前
年
度
田
中
が
実
施
し
回
調
査
に
よ
り
建
築
、
絵
副
閃
係

資
料
が
発
見
さ
れ
た
為
こ
の
調
査
を
古
文
書
、
建
築
、
絵
画
各

担
当
者
が
協
力
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
調
書
の
作
製
、
写
真

撮
影
を
行
う
と
共
に
目
ぼ
し
い
も
の
の
内
容
調
査
を
行
っ
た
。

　
Ｐ
　
古
瓦
の
編
年
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
前
足

　
飛
鳥
寺
出
土
瓦
類
の
分
類
研
究
足
行
っ
た
。
七
万
結
果
我

門
で
最
初
に
百
済
工
人
の
指
導
に
ょ
っ
て
製
作
さ
牡
回
瓦
の

実
体
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
八
。
ま
た
南
帽
元
興
寺
白

僧
房
で
あ
っ
た
極
楽
坊
ｏ
丸
、
平
瓦
と
Ｏ
比
較
研
究
を
行
い
、

飛
鳥
寺
よ
り
瓦
類
を
多
量
に
元
興
寺
へ
運
搬
使
用
し
た
二
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
Ｑ
　
弥
生
式
時
代
墓
制
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
開
　
恕

　
ド
関
市
安
岡
町
梶
栗
浜
遺
跡
の
肩
査
を
お
こ
か
い
、
弥
生

式
時
代
前
期
に
属
ず
る
４
基
の
箱
式
棺
、
２
基
の
一
石
囲
七
允

掘
し
た
、
こ
れ
ら
の
石
棺
、
石
囲
は
そ
の
直
上
の
旧
地
表
に

墓
標
、
言
だ
け
京
域
を
副
す
る
特
殊
な
施
設
を
と
も
な
っ
て

Ｖ
　
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
弥
生
式
時
代
墓
制
の
上
に
新
形
式

を
加
え
ろ
事
か
出
子
た
。
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和　ク　々　和
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代
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金

額

Ｉ

講

四

研
　
究
　
発
　
表

演

Ａ
　
昭
和
2
9
年
４
月
氾
］
目
（
於
木
所
講
堂
）

　
平
城
宮
跡
発
掘
建
築
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
浅
野
　
清

　
平
城
宮
跡
発
掘
出
土
遺
物
に
つ
い
て
　
　
釣
田
正
哉

　
平
城
宮
跡
出
土
遺
物
と
大
陸
文
化
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
顕
夫

Ｂ
　
昭
和
2
9
年
５
月
1
5
口
（
於
木
所
講
堂
）

仏
師
運
慶
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
小

修
学
院
離
宮
建
築
及
庭
園
の
復
原
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

ｃ
　
昭
和
2
9
年
1
1
月
1
3
日
（
於
木
所
講
堂
）

　
大
安
寺
及
薬
師
寺
０
発
掘

　
同
出
土
遺
物
に
つ
い
て

　
奈
良
高
校
々
庭
に
於
け
る
遺
跡
に
つ
い
て

Ｄ
　
昭
和
3
0
年
５
月
2
1
口
（
於
本
所
講
堂
）

　
俊
岸
田
重
源
の
事
蹟
に
つ
い
て

　
ゝ
　
　
り

林
　
　
岡

薙

田浅

中野

一

郎清

鈴
木
嘉
吉

小

林

剛

　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
玉
」
に
っ
い
て
　
田
沢
　
坦

　
天
竺
様
建
築
に
つ
い
で
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
嘉
吉

Ｅ
　
昭
和
3
0
年
８
月
2
0
日
（
於
現
地
）

　
平
城
宮
跡
発
列
調
査
現
地
報
告
会

Ｆ
　
昭
和
3
0
年
1
0
月
1
5
日
（
於
西
大
寺
）

　
西
大
寺
（
美
術
工
芸
丿
調
査
報
告
講
演
会

　
興
止
菩
薩
城
尊
の
胎
内
文
書
に
つ
い
て
　
小
林
　
剛

　
舎
利
塔
に
っ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
絵
画
に
つ
ヤ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

Ｇ
　
昭
和
3
0
年
‥
‥
‥
一
月
1
6
日
（
於
木
所
）

　
平
城
宮
趾
、
興
仏
寺
発
掘
・
調
査
報
告
講
演
会

　
興
福
寺
食
堂
白
・
分
列
経
過
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
消

　
興
福
寺
食
堂
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
杉
山
信
二

　
平
城
宮
跡
の
発
掘
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
坪
井
清
足

Ｈ
　
昭
和
3
1
年
５
刈
1
8
日
（
於
木
所
）

　
院
政
時
代
の
・
寺
院
建
築
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
信
三

　
城
尊
と
舎
利
塔
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
西
大
寺
塔
址
発
列
訥
査
報
告
　
　
　
　
　
坪
井
片
足

Ｉ
　
昭
和
3
1
年
５
月
2
6
門
（
於
現
地
）

４θ



　
飛
鳥
が
第
二
次
発
掘
訓
査
現
地
報
告
会

丁
　
昭
和
3
1
年
1
0
月
2
0
口
（
於
元
賄
寺
極
楽
坊
）

　
元
興
ご
極
楽
坊
調
査
報
告

　
　
板
絵
に
関
ず
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
浜
円
　
隆

　
　
木
堂
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
右
古

　
　
聖
徳
太
ド
ニ
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛

　
Ｋ
　
昭
和
3
1
年
1
2
川
2
2
日
（
、
於
現
地
）
）

　
　
飛
鳥
寺
第
大
次
発
掘
訥
査
現
地
報
告
会

　
Ｌ
　
昭
和
3
2
年
３
月
2
3
日
乙
於
毎
丿
新
闘
大
阪
木
社
講
堂
）

　
　
開
所
八
川
年
記
念
講
演
会

　
　
飛
鳥
か
い
げ
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛

　
　
飛
鳥
勺
白
建
築
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
済

　
　
飛
鳥
寺
尚
発
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
清
足

　
　
映
渕
「
桂
離
宮
」
解
説
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
菰

　
Ｍ
　
昭
和
3
2
年
７
月
５
日
（
於
八
・
所
）

　
　
安
達
暗
顕
施
入
の
法
華
か
一
切
経
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

　
　
光
学
的
方
法
に
よ
る
元
興
寺
極
楽
坊
色
彩
印
仏
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
　
東
大
ｙ
指
図
堂
釈
迦
如
来
（
玉
‥
円
作
）
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦

　
Ｎ
　
昭
和
3
2
年
７
月
2
7
日
（
於
現
地
）

　
　
飛
鳥
寺
第
一
ぺ
次
発
掘
調
介
報
告
会

　
Ｏ
　
昭
和
3
2
年
1
2
月
2
1
日
（
於
現
地
）

　
　
川
原
寺
第
二
次
発
肩
訓
Ａ
報
告
会

Ｉ
　
展
　
　
　
観

　
Ａ
　
昭
和
2
8
年
５
刀
1
5
・
1
6
日
（
於
木
所
）

　
開
所
丿
心
念
特
別
肢
観

一
　
大
安
寺
資
対
帳
（
重
文
）

一
巻
　
止
暦
寺
蔵

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

一

一－ミ４

一

一四瓦
＿｜．

ノＸ七八九十

十

＝･

十
Ｉ

十
四
十

五

け

法
済
寺
資
財
帳
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
法
隆
寺
蔵

阿
弥
陀
悔
過
料
資
財
帳
（
重
文
二
巻
　
京
大
寺
蔵

西
大
寺
資
財
流
え
帳
　
　
　
　
二
巻
　
西
大
寺
蔵

元
興
寺
縁
起
（
重
文
）
　
　
　
　
一
帖
　
醍
醐
寺
蔵

招
堤
寺
建
立
縁
起
（
重
文
）
　
　
一
帖
　
　
同

戒
什
伝
来
７
‐
１
心
上
巻
　
　
　
　
　
一
巻
　
川
招
捉
寺
蔵

唐
招
捉
才
解
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
唐
招
提
寺
蔵

上
回
や
徳
法
平
董
説
（
重
文
）
一
巻
　
知
恩
院
蔵

目
木
圃
現
・
報
寂
‥
悪
霊
異
記
上
巻
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
興
福
寺
蔵

京
大
小
要
録
（
爪
文
）
　
　
　
十
冊
　
京
大
寺
蔵

東
大
寺
柿
娶
録
（
重
文
）
　
　
九
冊
　
　
同

僧
綱
初
任
（
重
文
）
　
　
　
　
六
巻
　
興
福
寺
蔵

造
興
福
寺
記
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

建
久
御
巡
礼
９
‐
1
1
心
　
　
　
　
　
一
冊
　
天
理
図
書
館
蔵

南
部
七
大
々
巡
礼
記
（
川
背
家
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
東
京
岡
立
博
物
館
蔵

六
　
諸
寺
建
立
次
第
（
旧
菅
家
木
）
一
冊
　
　
同

十
八
　
内
山
寺
回
文

　
　
　
一
冊
　
薬
師
寺
蔵

一
巻
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵

Ｂ
　
昭
和
2
9
年
４
月
2
4
口
（
於
木
所
）

　
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
り
出
土
遺
物

Ｃ
　
昭
和
2
9
年
５
月
1
5
・
1
6
日
（
於
木
所
）

　
仏
師
運
慶
及
修
学
院
離
宮
建
築
庭
園
関
係
資
料

　
巡
慶
資
料

一
　
法
華
経
（
運
慶
則
経
）
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
巻
　
八
正
極
楽
寺
蔵

二
　
同
　
　
（
　
同
　
　
）
（
重
文
）

　
巻
第
二
奥
書
写
、
近
術
家
煕
写
手
鑑
ノ
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖
　
陽
明
文
庫
哉

　
三
　
光
明
峰
寺
入
道
前
関
巾
道
家
公
処
分
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
東
福
寺
蔵

　
四
　
峯
仲
子
私
田
売
巻
（
東
大
寺
百
巻
文
書
ノ
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
東
大
寺
蔵

　
五
　
東
大
寺
続
要
録
　
造
仏
篇
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

　
六
　
　
同
　
　
　
　
　
供
養
鎬
・
建
久
記
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

　
七
　
神
護
寺
略
記
（
重
文
）
　
　
　
一
巻
　
神
護
才
蔵
．

　
八
　
旧
記
類
集
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
法
隆
寺
蔵

　
九
　
猪
隈
関
白
記
　
建
久
二
年
冬
自
筆
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
陽
明
文
庫
蔵

　
十
　
　
同
　
　
　
承
元
二
年
冬
古
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

十
一
　
東
大
寺
別
当
次
第
　
　
　
　
　
一
冊
　
東
大
寺
蔵

十
二
　
東
大
寺
続
が
録
　
供
養
篇
・
建
仁
丿
心
（
重
文
）

十
三
　
弥
勒
感
応
抄

十
四
　
湛
慶
注
進
状

十
五
　
東
宝
・
記
第
一
・
九

十
六
　
東
大
寺
八
幡
大
石
薩
法
座
銘

　
　
修
学
院
関
係
古
図

　
一
　
修
楽
院
御
茶
屋
（
下
）
指
図

一

二
　
　
同

一

冊

一

冊

一

通

一

---

巻

東
大
寺
試

　
同
来
迎
院
試

乗
　
寺
　
蔵

（
天
和
以
前
）

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

（
天
和
二
年
）

　
　
　
　
同

同
　
同
上
部
分
（
下
御
茶
屋
詳
細
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
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四

　
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
年
報

同
　
御
茶
屋
御
池
絵
図
（
宝
永
六
年
以
前
｀
）
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

五
　
修
院
御
茶
屋
指
図
（
亨
保
十
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

八七六

同同同

上
卜
御
茶
屋
絵
図

御
茶
屋
（
朱
宮
御
所
）
指
図

林
丘
寺
宮
御
指
図
（
写
）

同同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
水
東
山
御
文
庫
蔵

九
　
永
谷
御
幸
御
茶
屋
図
（
正
保
四
年
十
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

　
十
十
一
十
二
十
三
十
四
十
五
十
六

十
七
十
八

岩
介
御
殿
御
屋
敷
惣
絵
図

…
打
介
法
皇
様
御
殿
指
図

岩
倉
女
院
様
御
殿
指
図

延
宝
五
年
女
院
御
所
指
図

同同『司同

延
宝
五
年
女
院
御
所
奥
御
対
面
所
指
図
　
同

修
学
院
下
御
茶
屋
御
庭
模
様
収
絵
図
　
同

仙
洞
女
院
御
所
御
指
図
（
寛
永
寛
文
年
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

止
々
斎
御
茶
夙
指
図
（
天
保
三
十
年
）
同

仙
川
御
所
大
御
庭
止
々
斎
作
庭
図
（
天
保
二
ぃ
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

Ｄ
　
昭
和
2
9
年
８
月
２
・
３
日
（
於
本
所
）

　
奈
良
県
下
に
お
い
て
凋
査
し
た
能
面
函
展
観

一
　
柳
生
水
間
八
幡
神
社
能
而

二
　
同
　
丹
生
神
社
　
　
能
面
・
題
目
立

二
　
同
　
八
坂
咄
‥
社
　
　
能
面
・
側
次

Ｅ
　
昭
和
・
2
9
年
Ｈ
月
1
3
口
（
於
本
所
）

　
大
安
寺
及
薬
師
寺
の
允
釧
訓
査
出
土
遺
物

Ｆ
　
昭
和
3
0
年
５
口
油
・
2
1
日
（
於
木
所
。
）

七

面

几

／/

　
　
俊
皿
．
‥
ヅ
黒
源
関
係
資
料

　
一
　
南
無
阿
弥
陀
仏
作
沁
集
　
一
巻
　
東
大
史
料
編
纂
所

　
二
　
重
源
靖
定
　
　
　
　
　
　
一
通
　
正
介
院
事
務
所

　
二
　
頼
朝
書
状
写
七
の
他
　
　
　
　
一
巻
　
筒
井
英
俊

　
四
　
官
宜
旨
案
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通
　
浄
　
土
　
寺

　
五
　
１
:
源
下
文
案
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

　
六
　
浄
卜
か
開
組
伝
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

　
七
　
東
大
寺
一
べ
綱
大
法
師
等
愁
状
　
一
巻
　
筒
井
英
俊

　
ハ
　
ー
宮
造
跡
神
殿
宝
物
等
目
録
　
一
巻
　
国
机
神
社

　
九
　
東
大
ｙ
順
川
防
国
宮
野
庄
田
畠
等
立
券
文
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
上
司
　
晃

　
十
　
相
　
伝
　
状
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅
　
河
瀬
虎
三
郎

十
一
　
収
源
仏
Ａ
］
利
湊
進
状
（
盾
文
）
　
一
巻
　
胡
宮
神
社

十
二
　
仏
舎
利
相
承
系
図
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

卜
三
　
重
源
蜜
‥
状
　
　
　
　
　
　
　
二
川
　
　
同

卜
四
　
敏
満
々
縁
起
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

十
五
　
阿
弥
陀
寺
田
帛
注
文
鼓
免
除
状
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
阿
弥
陀
等

十
六
　
周
防
国
阿
弥
陀
大
田
出
注
文
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
烈
］
上
司
　
晃

十
卜
］
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